


　第４回日韓アジア未来フォーラム・第１８回ＳＧＲＡフォーラム「韓流・日流：東アジア地域協力におけるソ

フトパワー」が東京国際フォーラムで２月２０日（日）に開催された。これまでの日韓交流史に見られない画期

的な出来事である韓流の意義について考えるフォーラムであった。日韓アジア未来フォーラムは、２００１年よ

り韓国未来人力研究院と共同で進めている日韓両国の研究者の交流プログラムで、毎年交互に訪問しあってフォー

ラムを開催している。

　ＳＧＲＡを代表して今西淳子さんによる開会の挨拶に続き、韓国未来人力研究院の院長、韓国高麗大学の李鎮

奎（イ・ジンギュ）教授（自称、ジン様）が「韓流の虚と実」という演題で基調講演を行った。日本における韓流ブー

ムを時代ごとに日本と韓国双方の分析を用いて検証し、日本での韓流ブームの原因をドラマ・中心層・日本人の

意識的変化という観点から説明した。また、韓国ではなぜ日流ブームは起こらないのかという疑問点を歴史的認

識と日本側の市場開拓戦略という面から説明した。さらに韓流ブームにおける危険性として韓流による韓国での

文化経済主義的な視点、文化民族主義的視点への警戒が必要であると述べた。

　基調発表に引き続き日本富山大学の林夏生（はやし・なつお）氏は、日韓文化交流政策の政治経済について発

表した。韓流・日流が一般にはまるで「最近になって唐突に」出現した現象のように受け止められているが、実

は「そうではない」とし、政策的には規制されながらも、海賊版が大量に流通するなど非公式な側面も含む「文

化交流現象」が存在したこと、そしてそれへの対応がせまられたこともまた、近年の急激な変化をもたらす重要

な要因の１つであったと指摘した。

　自由に生きていきたいと叫ぶ韓国の新世代文化評論家の金智龍（キム・ジリョン）氏は、「 冬ソナで友だちに

なれるのか」とやや刺激的な演題で発表した。自分の言いたいことは前の講演で言われてしまったとし、アドリ

ブで 30 分の発表をこなした。長年にわたる日本での文化体験に基づきながら、今の韓流ブームは一方的な文化流

入に対する反感を和らげる役割を十分に果たしているし、韓国の若者たちが日本文化を楽しむことに対するいか

なる批判も根拠や理屈を失うことになるとした。日本文化であれ、韓国文化であれ、文化を共有することはお互

いの理解を深めることになり、韓流ブームをきっかけとし、日韓両国の人がお互いに親しみを感じて友だちにな

ることにつながると言い切った。

　休憩を挟んで発表者を含めて５人のパネリストによるパネルディスカッションが行われた。内閣府参事官（元

在韓国日本大使館参事官）の道上尚史（みちがみ・ひさし）氏は、政府の見解ではないという前提で、「文化、ソ

フトパワーと新日韓関係」について討論し、「こぐのをやめると自転車は倒れる」、「はやりすたりに任せるには、

日韓関係は重要すぎる」という含みのあるメッセージを伝えた。

　韓国国民大学（東京大学客員教授）の李元徳（イ・ウォンドク）氏は、「韓流と日韓関係」について、韓流・日

流は明るい将来の日韓関係を示すシンボルであるとしながら、早急な楽観論は警戒すべきと指摘した。

　最後に東京大学の木宮正史（きみや・ただし）氏は、日韓関係の構造的変容のなかで韓流現象を捉え、韓流は

単なるブームだけではなく、日韓関係の緊密化という構造変容によって支えられているものであると指摘した。

　その後、ディスカッションはフロアーに開放され、７０名にも及ぶ参加者の中からコメントや感想が寄せられた。

ジャーナリストの櫻井よしこ氏からは、李元徳氏と木宮正史氏に対北朝鮮政策や歴史教科書問題について「攻撃的」

質問もあり、一瞬「暗雲」が場内をおおう場面もあった。予定より 25 分遅れてフォーラムは終了し、フォーラム

の最後に韓国未来人力研究院の宋復（ソン・ボク）理事長による閉会の挨拶が行われた。フォーラムは、「ジュン様」

と「ジン様」のご協力で立派なフォーラムができたことについてのお祝いの言葉と拍手で締め括られた。

　なお、今西さんから、次回の日韓アジア未来フォーラムは今回のフォーラムの成果を踏まえ、日本における韓流、

韓国における日流 、そしてアジアにける韓流と日流をアジアの視点から幅広く論じる形で 2005 年 10 月韓国で

開催しようと呼びかけがあった。（文責：金雄煕）

　当日、ＳＧＲＡ運営委員の許雷さんが撮った写真を集めたアルバムを、下記ＵＲＬからご覧ください。

http://www.aifs.or.jp/sgra/photos/index.php?spgmGal=SGRA_Forum_18
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プ ロ グ ラ ム

第４回日韓アジア未来フォーラム・第１８回ＳＧＲＡフォーラム

韓流・日流：東アジア地域協力におけるソフトパワー
２００５年２月２０日（日）午後１時半～５時半

東京国際フォーラム　Ｇ棟５０２号室

主催：関口グローバル研究会（ＳＧＲＡ：セグラ）
協賛：（財）未来人力研究院、（財）渥美国際交流奨学財団

後援：「日韓友情年２００５～進もう未来へ、一緒に世界へ～」実行委員会

　日本では、数年前より韓国料理ブーム、ワールドカップに伴うサッカーブーム、韓国映画ブームが起こり、

今年の「ヨン様ブーム」に至って「韓流（韓国ブーム）」が爆発した。これは今までの日韓交流史に見られ

ない画期的な出来事である。同様に、韓国においても、日本の音楽や漫画やゲームに対する若者の関心は非

常に高い。このように密度の高い人的・文化的な相互交流の増進は、程度の差こそあれ、東アジア各国に共

通する現象といえよう。政治的あるいは軍事的な「ハードパワー」においては様々な問題をかかえるこの地

域にとって、急成長する「ソフトパワー」はどのような意味と意義があるのか考えたい。

13 時 30 分 開会挨拶
ＳＧＲＡ代表　今西淳子

司会：全　振煥　（ジョン・ジンファン）　鹿島建設技術研究所、ＳＧＲＡ運営委員

13時 40 分 基調講演

韓流の虚と実
李　鎮奎（イ・ジンギュ）未来人力研究院院長、高麗大学経営学部教授

まず 90年代末から始まった東南アジア諸国における韓国大衆文化ブームを通して「韓
流」を定義し、その背景について国際関係学的視点と東アジアにおける文化的特徴を取
り上げ述べる。それに続き現在の日本における韓流ブームを時代ごとに事例と日本と韓
国双方の分析を用いて検証し、日本での韓流ブームの原因をドラマ・中心層・日本人の
意識的変化という観点から考え、韓国ではなぜ日流ブームは起こらないのかという疑問
点を歴史的認識と日本側の市場開拓戦略という面から考察する。さらに韓流ブームにお
ける危険性として韓流による韓国での文化経済主義的な視点、文化民族主義的視点への
警戒が必要であると述べている。そして最後に日本と韓国がより深く文化交流を深めて
いくためには何が必要であるかを日・韓・中三国の文化共同体構想を取り上げながら具
体的に提案する。
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14 時 10 分 主題発表 1

日韓文化交流政策の政治経済学
林　夏生（はやし・なつお）富山大学人文学部国際文化学科助教授

・韓国における日本大衆文化開放政策や、韓流ブームに勢いを得た日本の対韓国文化交
流政策は一般にはまるで「最近になって唐突に」出現した現象のように（それゆえ、
一過性のものではないかという疑念をもって）受け止められているが、実は「そうで
はない」。
・大衆文化交流政策は、「外交政策」のみならず「文化政策」「産業政策」といった多様
な側面を持っており、長年にわたる日韓両国間の外交関係の変遷や不況下における文
化産業政策の活性化策などを濃厚に反映して推移してきたものである。
・加えて、政策的には規制されながらも、海賊版が大量に流通するなど非公式な側面も
含む「文化交流現象」が存在したこと、そしてそれへの対応がせまられたこともまた、
近年の急激な変化をもたらす重要な要因の１であった。
・そこで今回の報告では、ブームの陰に隠れがちな、これらの政策過程のなかから特に
重要なポイントを幾つか選び、紹介する。そして、そうした視点から、今後の日韓文
化交流の在り方を展望しておきたい。

14 時 40 分 主題発表 2

冬ソナで友だちになれるのか
金　智龍（キム・ジリョン）文化評論家

これまで日本文化を楽しむ韓国の若者はたくさんいるのに、韓国の大衆文化を楽しむ日
本人はほとんどいなかった。それがまた新しい反感を産み、文化を利用して、韓国の精
神を汚す日本政府の陰謀であるとのばかばかしい主張まで出るようになった。こんなこ
とを考えると今のハン（韓）リュウブ - ムは一方的な文化流入に対する反感を和らげる
役割を十分にできると思う。韓国の若者たちが日本文化を楽しむことに対するいかなる
批判も根拠や理屈を失うことになると思う。
お互い自分が好きなものを自由に選択できるようになった。それが日本文化であれ、韓
国文化であれ、文化を共有することはお互いの理解を深めることになると思う。それが
両国の人がもっと親しみを感じて友だちになれることにつながると思う。

15 時 10 分 休憩
15時 40 分 パネルディスカッション

進行：金　雄熙（キム・ウンヒ）仁荷大学助教授、ＳＧＲＡ研究員

パネリスト：講演者３名に加えて

　　　道上尚史（みちがみ・ひさし）内閣府参事官（元在韓国日本大使館参事官）

　　　木宮正史（きみや・ただし）東京大学大学院総合文化研究科助教授

　　　李　元徳（イ・ウォンドク）国民大学副教授　

17 時 20 分 閉会挨拶
宋　復（ソン・ボク）未来人力研究院理事長
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挨拶

開会挨拶
今西淳子
ＳＧＲＡ代表

所です。こういう本当に民間でやっている財団とい

うのは、まだアジアにはそんなに多くないと思いま

す。私は是非、このように個人で作った財団のネッ

トワークをしたいという夢もありまして、未来財団

との共同事業はその最初のものになります。

　未来財団はソウルの郊外の楊平（ヤンピョン）

という場所に研修館を持っていらっしゃいまして、

２００１年に、そこで第１回のフォーラムをしま

した。そのとき初めて李鎮奎先生にもお会いしま

した。続いて２００２年に軽井沢でＳＧＲＡフォー

ラムをしたときに来ていただき経済の話をしてい

ただきました。

　そのときまでは、先生と私は英語で話していた

のですが、その次の年に先生は高麗大学のサバティ

カルで早稲田大学にいらして、１年間いらした後は

日本語で私と話すようになりました。私としては結

構ショックで、今度は私が韓国語を話さなければい

けないということではないかというプレッシャー

は感じているのですが、まだ勉強を始めるには至っ

ていない状況です。

　今日の後半はパネルディスカッションになりま

　皆さん、こんにちは。ＳＧＲＡ代表の今西と申し

ます。恒例のことながら、ＳＧＲＡとは何か、また

今日は日韓アジア未来フォーラムとは何か、簡単に

いきさつだけ説明させていただきます。

　私は、今ご紹介いただきましたが、渥美国際交流

奨学財団という、日本の大学院の博士課程で勉強す

る外国人留学生を支援する財団をしております。そ

の財団は、年間１２名を支援する非常にささやかな

規模で行っているのですが、奨学生の皆さんが博士

を取られて、奨学金が終わった後も続くネットワー

クを作ろうということで１０年間やってきました

ところ、今は１００名を超える日本の大学院から博

士号を取った知日派外国人研究者のネットワーク

が出来上がりました。そのネットワークを使って、

もう少し何かしてみようということで始めたのが

ＳＧＲＡです。

　ＳＧＲＡは「関口グローバル研究会」の略で、関

口というのはその財団がある場所です。東京都文京

区の関口からグローバルに発信していこうという

ことで名前を付けたものです。規模は非常に小さい

ですが、みんな意欲的に熱意をもってやっておりま

す。

　渥美財団が５年目になった時にＳＧＲＡを作っ

たのですが、その直後にＳＧＲＡの研究員をしてく

ださっている、今日、後半の司会をしてくださる金

雄熙さんから、韓国の未来人力研究院という財団が

あり、マッチングファンドがあれば研究者の交流プ

ログラムをしようというお話があり、それでは是非

やりましょうということで、２００１年から始めた

のがこの日韓アジア未来フォーラムです。

　未来財団は、今日、基調講演をしてくださる李鎮

奎先生がご自分でお作りになった財団法人の研究
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すが、そのパネラーとして参加してくださってい

る李元徳さんが、未来財団の日本研究チームのチー

フをされていまして、このフォーラムで何をしよう

かというお話を去年の秋にしたところ、今、日韓の

問題は軍事や経済などよりは、ソフトパワーを取上

げた方がずっと面白いのではないかということに

なりまして企画が始まりました。

　それで、今日のメンバーはむしろ李元徳さんのお

友達という形で、日本人の先生方も含めて韓国側か

ら組み立てていただいたフォーラムになっており

ます。ヨン様ブームは突然やってきたような形で、

それがまだ学術的にちゃんと分析されていないと

いう印象は持っておりますので、今日はどういうお

話が聞けるか大変に楽しみにしております。どうぞ

よろしくお願いします（拍手）。
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基調講演

韓流の虚と実
李　鎮奎

未来人力研究院院長、高麗大学経営学部教授
（講演時に配布したフルペーパーは巻末の付録をご覧ください）

　このたびは、日本での韓国文化のブーム「韓流」

についてお話できる機会をいただき、大変うれしく

思っています。今西さんが言われたように、２年前

の軽井沢での私の講演は英語で行いましたが、私は

この間日本語を勉強しましたので、今回は日本語で

講演を行ってみようと思います。どうぞ私のつたな

い日本語をご理解ください。( 原文英語 )

　皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただきま

した、韓国高麗大学の経営学部教授である李鎮奎

（イ・ジンギュ）と申します。第４回日韓アジア未

来フォーラムと第１８回ＳＧＲＡフォーラムの開

催を、心からお祝い申し上げます。そして、私を招

いていただいた渥美国際交流奨学財団の渥美伊都

子理事長、ＳＧＲＡ代表今西淳子さんに、この場を

借りて深くお礼を申し上げます。

　基調講演をする前に、皆様に２つお願いがあり

ます。１つは、私は韓流の専門家ではありません。

したがって、韓流について深く触れることができな

いのでご了承ください。もう１つは、私は日本語の

勉強は１年仕方っていないため、まだ日本語が足り

ません。下手な日本語ですのでご了承ください。

　さて、韓流の定義及びその背景については、諸先

生方から議論されると思われますので、私は本論に

入ります。

　まず、日本人の中で変わる韓国観について話しま

す。日本の内閣府が毎年調査している韓国に対する

親近感調査によりますと、韓国人に対して親近感を

感じるという割合は、１９９０年代までは５０％を

超えていませんでした。

　初めて５０％を超えたのは１９８８年で、前年の

民主化運動に対する好感が影響したものと思われ

ます。

　その後、２０００年、映画「シュリ」の日本公開と、

２００２年のサッカー韓日ワールドカップ共同開

催で、２００３年の親近感は５5％に増加しました。

このような流れが６０年間否定的な見方が強かっ

た韓日両国の相互理解への新しい転機になってい

ます。

　次に、韓流と日流はブームになるのかについて話

します。韓流について、日本での分析は肯定と否定

様々なようです。「オバタリアン」と呼ばれる人た

ちのヨン様に対する熱狂は、プラトニックラブス
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韓流の虚と実 李　鎮奎

トーリーにはまる最近の日本人の傾向を反映した

という、日本の内部問題との見方があります。

　一方、韓国では日本のドラマがはやりもしない

し、韓国人は日本を好きにもならないのに、日本人

だけが韓国にはまっているのではないかという声

も聞かれます。韓流が日本に及ぼす影響は、何より

も日本の文化人たちの考え方を変えたことにあり

ます。

　次に、日本での韓流ブームの原因について話しま

す。日本で韓流がはやった１つ目の理由は、韓流ド

ラマが主導していることです。２つ目は、韓流ブー

ムの中心が中年層の女性であるという点です。今ま

での各種の世論調査では、この年代が一番「韓国が

嫌い」と答えていました。しかし、この年代が「韓

国が好き」というように変わってきたということか

ら、その上昇効果は大きいと思われます。３つ目は、

韓国が魅力のある国として急速に変わってきてい

ることを認識し始めた日本人が増えたことです。 　

　次に、「日流」はなぜ韓国でブームにならないの

か。日本からの植民支配という過去に傷ついた国民

の心理を考え、両国政府は段階的開放、つまり「速

度調節」を行ってきました。このような韓国の「心

理的」閉鎖性を、いち早く見抜いた日本側の消極的

な市場開拓の努力のなさも、「日流ブーム」が形成

されない理由として挙げられます。

　次に、韓流ブームの危険性について。現在このよ

うに韓流は後戻りのできない大きな流れを形成し

ています。しかし、その裏に隠れた危険性を指摘し

なければなりません。ここで韓流ブームの危険性を

大きく分けて２つの点から指摘することができま

す。

　１つは、韓流ブームの核心は、「文化はお金」と

いうことです。「文化＝お金」というのは、最近、

文化コンテンツ産業の振興論理の基盤でもありま

すが、「文化＝お金」という論理とは、言い換える

と、文化はお金であるから、金にならない文化は

意味もなく、価値もないという結論に達するおそれ

があります。もう１つは、韓流ブームの中に隠れた

「民族主義的な態度」です。韓流ブームが日本と中

国など東アジアの国家に対する民族主義的な優越

感を高揚する契機になってはいけません。韓流ブー

ムは、文化経済主義的な視覚と文化民族主義的な視

覚を警戒しなければなりません。

　次に、私は未来に向けての提言をお話しします。

韓日両国は、お互いに争ったり、批判したりしても、

協力と協調が不可欠な国です。ビジネス関係であれ

ば、実利が伴えばすぐ親しくなるけれども、友情と

は相手に対する理解と関係の持続性に対して、その
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価値を認定することなのです。東アジアの平和共存

と未来繁栄のためには、何よりも相手への理解がな

ければなりません。

　私は、相手への理解と信頼を築くために次のよう

なことを提案したいのです。

　

　１つ、韓日中３国の文化的な共同体を築き上げて

いかなければならないことです。文化の共同体を築

き上げていこうとするときに、最も重要なことは文

化的交流です。文化から構築された価値は、政治経

済の領域でどんなことが起きても揺さぶられるこ

とがないからです。特に、夏休みなど長期の休みの

ときには、韓国語を学びたい学生をホームステイさ

せ、韓国文化を体験させながら言葉を教えるという

ことから始めたらと思います。

　２つ目の提案は、韓日両国が共同基金を設けて芸

術分野の若者たちに奨学金を与え、相手国に少なく

とも２～３年間留学させる方法です。１つの国に２

～３年間滞在しながら文化に触れ合った人は、ほと

んどはその文化の友達になります。両国間の文化的

懸橋が、今までよりさらによい相互関係に寄与する

ことにもなるはずです。

　３つ目に、政府の次元で相手国を研究する専門家

を、長期的・持続的に支援していかなければなりま

せん。研究の人力が持続的に働くように、政府から

の基盤を作らなければなりません。

　国際関係から見れば、文化というのは政治領域と

同じく重要な外交的役割を果たします。文化交流を

しなければ、民族間の交流は不可能であるからで

す。

　ヨーロッパは世界市場で様々な価値を生み出し

てきました。ヨーロッパで生み出された普遍的な価

値の中で、自由・正義・平等という価値は人類の文

明史に大きな影響を与えました。我々も東アジアの

伝統からグローバル化できる価値を模索しなけれ

ばならない時期に来ていると思います。お互いに未

来に向けて力を合わせ、東アジアの文化形成のため

頑張りましょう。

　最後に、このような場を設けてくださった関係者

の方々に深くお礼を申し上げます。下手な日本語で

したが、最後まで聞いてくださってありがとうござ

います（拍手）。
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主題発表１

日韓文化交流政策の政治経済学
林　夏生

富山大学人文学部国際文化学科助教授

　ただいまご紹介いただきました、富山大学人文学

部の林と申します。本日このフォーラムで発表の機

会を頂きましたことを大変光栄に存じます。私はこ

の名前で日本人なのです。よくこの名前のために国

籍を間違えられたりします。中国に同姓同名の方が

いらっしゃることは分かっているのですが、韓国語

で読むとイム・ハセンです。速く言うと「いません」

と言われるので、「いるんですけど」みたいな感じ

なのですけれども。申し訳ないことに、日本人が日

本語で発表させていただきます。

　専門は国際関係論です。文化論ではありません。

ですから、皆様のご期待に添えますかどうか。韓流

や日流の中身そのものではなく、それを取り巻く政

治や経済の動き、そういったものとの関係を今回は

取り上げたいと思います。限られた時間なのです

が、できるだけ具体的な交流の姿を皆さんにお目に

かけたく、今回フォーラム主催者の方々のご協力も

得て、スライドを使用してお目にかけます。

　この報告の中で、「文化交流政策」という言葉が

何度も出てきますが、これはちょっと慎重に定義

しなければいけません。「国際交流」と「文化交流」

はどう違うかということには今日は余り深入りし

ませんが、一言でいえば、「国際交流」は国境を越

えて人や物や金や情報が行き交えば国際交流です。

一方で、「文化交流」というのは、同じ国の中でも

都市と農村や世代間など、そういうものは「文化交

流」になりえます。ですから、本当のことを言うと、

国境を越えて文化的な交流というのは「国際文化

交流」と言うべきなのですが、ちょっと長いので、

今回はそれを「文化交流」と略しております。

　次に、「文化交流政策」というのは交流する政策

でしょうと多くの方が思われますが、実は私はそう

は考えておりません。なぜなら、なぜ文化交流を

するかというと、政策として考えると、それによっ

て目標を達成するから手段としてやるわけです。で

は、交流をしないことによって目標が達せられるの

であれば、それもやはり文化交流をコントロールす

ることによって何か得ようとする政策なわけです

から、そこは共通しています。ということなので、

余り一般的な理解ではないかもしれませんが、こ

こからは「交流を進める政策」と「させない政策」

をつなげて考えたいと思います。

　とはいうものの、やはりこの「韓流」「日流」と

いう言葉に象徴される交流の拡大の様子から、まず

は紹介します。

　ここでまたもう１つお断りなのですが、本当は日

本と韓国どちらに関してもイーブン（均等）に紹

介をしたいところなのですが、時間の制約のため、

むしろ、今回ここは日本ですので、韓国の中で何が

起こっているのか、いたのかというということをメ

インに紹介しようと思います。

　ですから、わざわざ韓国から来ていただいた方は

「そんなの知ってるよ」ということばかりで恐縮か

もしれません。「そうじゃないよ」とか、いろいろ

指摘があったらどうぞ教えてください。

　長い歴史をざっとまとめます。今につながる韓国

の「日本大衆文化開放」。開放というのは、要する

に規制緩和、解禁です。それまで公式に輸入したり

販売したり公開したりすることが制約されていた、

日本の映画や漫画がまず公開されたのは、１９９８

年１０月からです。北野武の「ＨＡＮＡＢＩ」など
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が、この年の１２月に上映されています。

　次に、１９９９年の秋には、今度は日本人歌手が

歌うことが、小規模な室内など制限付きで許可され

ました。さらにその次には、コンサートは屋外のど

んな大規模なものでもＯＫとか、音楽ソフトも日本

語の歌詞がなければＯＫなどと徐々に広がってい

きました。

　ところが、それが２００１年に一変開放が中断

されました。ご存じのとおり、日本の教科書問題、

靖国参拝問題でもめたあの年です。

　そうこうしているうちに、ワールドカップが終

わってしまい、第４次開放は２００４年まで持ち越

しになりました。これをもって劇映画や音楽ソフ

トは完全開放、テレビはまだ制約付きという状態で

す。

　具体例を見ますと、これは２００２年８月、韓国

のある繁華街、明洞（ミョンドン）の映画館でかかっ

ていた日本映画です（図 1）。見覚えのある女の子

と豚がいます。拡大しますと、「千と千尋の行方不

明」という名前でやっています。「まっくろくろす

け」がマニアの間では非常に人気だったそうです。

　映画だけではありません。サウンドトラックＣ

Ｄなどの関連商品も非常によく売れました（図 2）。

サウンドトラックですから、日本も韓国も同じだと

思いがちなのですが、違いがあるのをお気づきです

か。ハングルと日本語は違うのですが、数が違いま

す。日本は２１なのに韓国は２０ですね。

　「いつも何度でも」の曲が韓国語版には入ってい

なかったのです。これは木村弓さんという方が歌っ

た印象的なテーマソングなので、これが聞きたくて

買ったという人もいるかもしれませんが、残念な

がらこれは入っていませんでした。なぜでしょう。

それは日本語の歌詞が入っているＣＤをまだ売っ

てはいけなかったからです。それは、日本の植民地

時代に日本語の使用が強制されたという記憶がま

だ十分清算されていない中で、それを受け入れるこ

とはできないということです。

　それが開放されたのが、第４次開放でした。実

はこの瞬間が、日本では余り大きく報道はされて

いなかった印象があるのですが、韓国から見ると、

このインパクトは結構あったのではないかと思い

ます。今までは決して公式に聴くことができなかっ

たものが、こうして聞けるようになった。ただし、

これは地上波では放映をすることがまだ許されて

いません。ケーブルテレビとインターネット配信だ

けで許されたものです。生放送ですが、まだ完全開

放ではありませんので、制約付きです。

　一方、規制の方はどうか。これも半世紀に及ぶ歴

史をまさかここで全部紹介するわけにはいかない
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ので、よろしければ私の略歴にあります紹介文の中

に、この報告に関連する論文を紹介していただいて

おります。そちらの中に、こういったことに関して

の詳細な分析を書いておきましたので、ご関心ある

向きの方はどうぞご覧ください。

 　ざっと言いますと、韓国でいかに日本文化が規

制されているか、特に日本の方でご存じないかた

が多い。「規制されていることは知っているよ」と

おっしゃっても、実は中身、規制の仕方が全然違っ

たのです。それをまとめてみました（図 3）。

　最初のころは、とにかく日本的な文化は全部だめ

でした。このときには日本が植民地時代に残して

いったものがたくさんあったからです。神社とか名

前とか、そういうものは全部取り除く。そっちで一

杯でしたから、まさか国交が始まる前に新しいも

のを受け入れるなんて到底考えられないでしょう。

そんな時代が最初にありました。

　国交正常化の前は、公式なものはＯＫだけれど

も、大衆文化はだめです。そういう日本の大衆文

化は低俗だからと、選択的に拒否をしていました。

その後、大衆文化が低俗だからということではなく

て、ちょっとまた別の意味で、産業的なインパクト

などのために、「もう受け入れてもいいんじゃない

の」「いや、まだだめなんじゃないの」という対立

があった時期がありました。そして、今ご覧いただ

いたような開放の時期です。このように私は４つに

分けて見てみました。

　ただ、細かいことをいろいろ調べますと、なかな

か難しくなってきます。例えばどこに「日本のもの

はだめ」という法律があったかというと、ないので

す。根拠となっているのは、例えば１９６１年に

「公演法」というものが決まります。公演というの

は、コンサートとか演劇とか、そういうものですが、

人々の気持ちを乱すようなものを上演してはいけ

ません。それから、外国人が出る場合は政府の許

可を得なさい。まだ植民地から解放されて１５年

ちょっとです。「まだまだ植民地のつらい記憶のあ

る人の目の前で、日本人の役者が演劇をしたり歌を

歌うのが情緒を乱さないわけがない」というような

解釈で、基本的にはどんなに申請をしても許可が下

りませんでした。

　これは公演だけではありません。「出版社及び印

刷所の登録に関する法律」「映画法」「放送法」「音

盤に関する法律」。音盤というのはレコードですが、

ＣＤやＬＤも入ります。こういうものが矢継ぎ早に

整備されることによって、事実上の規制がしかれて

いったわけです。

　余り抽象的な話や法律の文章だけ見ていても面

白くないので、実例をお聞かせします。

（「トンベク・アガシ（椿娘）」の演奏）

　このイントロで分かる方がいらっしゃったら、か

なりマニアな方です。これはどこの国の曲でしょ

う。「演歌っぽいのでは」ときっと思われるかもし

れませんが、正解は李美子（イ・ミジャ）さんです。

李美子さんは芸歴がとても長くて、そろそろ５０周

年を迎えられる方です。「韓国の美空ひばり」とい

う人もいます。これは韓国語です。別に作曲も作詞

も歌詞も全員韓国の方です。ところが、禁止された

のです。なぜでしょう。情緒が日本的だからです。

そのときに話題になったのが「酒は涙か溜め息か」

です。楽譜をお読みになれる方でしたらお分かりに

なるでしょうけど、本当に譜面が似ているのです。

これの剽窃ではないかという意見まで出て、「やっ

ぱりこんな曲はまかりならん」と。でも、これは

� 
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１９６２年の大ヒットだったのです。朝鮮戦争後の

混乱した社会の中で明かりをともした歌というこ

とで大変人気があったのに、それが日本的であるか

らという理由で禁止されたというのは、非常にイン

パクトのあることでした。この禁止措置は８０年後

半まで維持されてしまいました。

　ここまで大まかに事例を紹介しましたが、では、

これを基に何を考えるのか。最初にお約束しました

とおり、それを政治経済との関連で整理してみま

しょう。

　１つ目が、文化交流、特に大衆文化を規制すると

かしないとか、それを外交の一部として見た場合。

次に、それが国内の文化政策としてどんな意味を

持っていたかという角度。さらには、それは多分ビ

ジネスの話だ、政治ではなくて経済の話だという見

方。そして４点目に、全然違ったものを後でお見せ

したいと思います。

　まず１つ目に、外交政策の手段として。今日い

らっしゃっている皆さんは大体お察しのとおり、文

化交流というものが外交の重要な柱であることに

異存のある方はいらっしゃらないと思います。「こ

んな国がここにあるんだ」「この国の文化はこのよ

うな性格を持っているんだ」、そういうことを知ら

せていくということは、どの国にとっても大事なこ

とです。

　特に韓国の場合は、日本の植民地下にあって、ほ

とんど世界の人が知ることのなかった民族文化を

知らせる必要が、解放直後、建国直後からありまし

た。さらに朝鮮戦争後分断を経てからは、例えば、

韓国はこんなにも、民主主義の伝統をちゃんと引き

継いでいる正しい国としてここにあるのだという

ことを知らせるために、非常に力を入れてやってき

た分野です。

　では、なぜ日本との間でそれがなされなかったの

か（図 4）。

　最初のころは、まだ生々しい記憶があるから。国

交が正常化されても歴史の清算が終わっていない

から。さらには、その歴史そのものを、清算とは別

にどう認識するのか。教科書でどう書いたり、ど

う教育するのか。こういった問題が繰り返す中で、

そんな日本のものは入れません。そういう姿勢を見

せることで、日本側の反省や行動の変化を求める。

そういったシグナルとして使われたという側面が

あります。

　だからこそ、そんな政策の中で、特に大統領が替

わった瞬間など、「私は日本と新しい関係を作りま

す」、「日本との文化交流をもうちょっとやりましょ

う」という意見が出てきやすかったのです。しかし、

それも、こっちが譲歩したものの望んでいたような

結果が得られないと、またパタッと手のひらを返し

て「やっぱり要りません」。これが何度も何度も繰

り返されてきた、そういう見方がまず１つにはでき

るでしょう。

　ただ、できるだけ角度を変えて、日本に対する

メッセージではない側面があるとするならば、実は

それは北朝鮮や共産主義思想との関係です。日本に

よる文化的抑圧の中で、民族文化を十分に育てるの

が難しかった。それを開放・建国を経て一気に花を

咲かせたい。そのためには、いいものはもちろん入

れなければいけない。けれども、その中で何でもか

んでも入れてしまって社会を不安定にするような

思想までは入れてはいけない。ですから、そこは慎

重に選別をする必要があったということです。
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　実は、その大衆文化規制は、特に日韓関係の大衆

文化交流というと、日本のものが規制されたという

話ばかりになりますが、別に規制されたのは日本の

ものだけではありません。ほかの自由主義圏のい

ろいろな歌や演劇などが、「そんなものは学生や若

者によからぬ影響を及ぼすからだめだ」というケー

スがたくさんあったわけです。

　しかし、目安としてはやはりオリンピックあたり

１９８０年代ぐらいに、社会の民主化が進み、経済

的に成長し、また、文化統合が完成したことによっ

て、そもそもそういう文化的な枠をはめることがよ

くないというように考え方が変わりまして、規制の

緩和に進んでいきました。これは外交とは全く違う

説明のルートになります。

　さらに角度を変えて、ビジネスの面から見てみま

しょう。韓国の映画は１９６０年代に花盛りの時期

を迎えまして、今見ても非常に面白いものが多いで

す。ただし、軍事政権下で自由な文化的活動が制約

された時期が長かったものですから、残念ながらそ

の間に競争力を失ってしまいました。民主化になっ

て一気に開放、ほかのものを入れてとなったとき

に、弱ってしまった韓国映画をだれも見ないのでは

韓国の映画界がつぶれてしまいます。ということ

なので、こういうものを経済学で「幼稚産業保護」

などといいますが、その一環として文化産業を保護

せざるをえなかったのです。

　それが転換するのは、１９８０年代の「西便制 ( ソ

ピョンジェ）」（邦題：「風の丘を越えて」）などが

世界で徐々に評価されていくころです。ですから、

輸出も始めるのですが、海外のものを入れないまま

自分のものを売るというのは、当時のウルグアイ

ラウンドの自由化体制、自由化推進の体制の下で、

「そんなことは不平等である」という反発を招くわ

けです。

　さらにその後も、経済的な困難に向き合うごと

に、新しい産業の創出が必要であるということ

で、名前が挙がっていたのが文化産業です。特に

１９９７年のＩＭＦ経済危機のときには、一気に文

化と観光産業にてこ入れが進みました。

　そして、今までは全部政府の考えだったのです

が、４番目は全く逆のサイドです。困ったことに、

政府はいろいろな考えで「あれは入れない」「これ

は入れない」としたいのに、国交が正常化されたり、

それ以前にも日本が残したものを人々が楽しんで

しまったりしたことがあったものですから、事実上

の国際交流がどんどん増えてしまいました。それが

公式には売れないから海賊版になります。海賊版が

どんどん売れたとしても、非公式であることには変

わりはありません。

　中には、「こんなふうに海賊版のふりをして文化

を浸透させてくる日本は本当にずるいやつだ」とい

うような議論も出てくるのでした。実はこういうこ

とをしてしまうと、韓国の文化産業が自分の首を絞

めてしまうわけです。売れなくなってしまいますか

ら。日本のＢＳ放送を勝手に受信するアンテナをみ

んなが付けてしまったり、インターネットのボタン

１つで音楽をダウンロードなどとなると、もう打つ

手がないわけです。それで緊急に具体的な対応が必

要になっていったというような状況があります。

　韓国がどのように困ったかという例は幾つかあ

るわけですが、例えばこんな問題が起こりました。

　韓国ロックグループの曲が、美空ひばりの「お祭

りマンボ」、これを剽窃したのではないか。本当に

日本のものが入ってこないのであれば、みんな気

が付かなかったはずです。けれども、インターネッ

トでダウンロードしたり、留学している人がもうい

るわけですから、知ってしまい、ネットの掲示板に

書いてしまいました。大問題です。当初は否定しま

したが、とうとうそのルーラ（Roo’ra）というバン

ドのリーダーが、手首を切る自殺未遂を起こしてし

まったことで本当に大問題になってしまいました。

　このように、入れたくても入れられない、海賊版

が横行する、みんな聞かないのだから似た曲を作っ

てもいいと、どんどんおかしなことになるわけで

す。こういうものはちゃんと整理する必要があるだ
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ろう。そういったことが、実は韓国の文化開放を動

かした重要な要因の１つではないかと私は考えて

おります。

　人々の文化的な現象は、確かに政府の政策による

制約を受けます。しかし、逆に政府が、それは触

れてくれるなというところでも、文化の接触はど

んどん起きてくるし、そういう現象の存在が、「も

うここまで海賊版が増えてしまったら仕方がない、

別の手を打たなければ」とか、「いやいや、そんな

ふうに入ってきてしまうものだから、もっと規制し

なければ」とか、いろいろな影響をまた与えていた

わけです。実はここに政策と現象、現象から政策、

その相互の関係があると私は考えています。

　このあたりは歴史的なことに随分戻りすぎたの

で、今の話に戻しましょう。そういう政策や現象が

行ったり来たりしているわけではないのです。現象

には目的などないのです。とにかくそれが面白いと

思って触れる人がいたら、それで現象が起きてしま

うわけですから、次に何が起こるか分かりません。

　ヨン様好きなだれかが、ヨン様に会いたくて韓

国に行くのだけれども、会えません。でも、とに

かくヨン様会いたさで旅行に行ってしまいました。

行ったらご飯を食べなければいけないから食べる。

食べたらおいしい。韓国料理はみんな赤いと思っ

たけれども、赤くなくておいしいものが一杯ある。

「先生はよく韓国に出張に行くけど、辛いものばっ

かりで平気ですね」と言われるのですが、僕が大好

きなのはサムゲタンといって、赤くない鶏の煮込み

なのです。「冬ソナ」は本当に韓国料理の食事のシー

ンがすごく少ない。行ってみて、「なんだ、韓国料

理おいしいじゃない」「あの人たちの伝統文化に触

れたい」。そういうことが起きうるのが文化接触の

面白いところです。

　確かに「韓流」と呼ばれたのは、日本では「シュ

リ」や「ＪＳＡ」などが流行した２０００年以降の

ことではありますが、非公式な部分も含む文化接触

の歴史は最近のものではありません。例えば韓国で

１９７０年代から「キャンディ・キャンディ」が放

映されていたことが、日本で余り知られていないの

です。ですから、韓国語が一言も話せない日本の方

でも、この歌を知っていれば韓国へ行って一緒にカ

ラオケで歌えるのです（笑）。

　それから、ワールドカップで安貞桓（アン・ジョ

ンファン）が「テリウス」というニックネームで呼

ばれていたのは、この「キャンディ・キャンディ」

の中の登場人物です。当然キャンディ・キャンディ

はハングルでしゃべるわけですが、こういうことは

「韓流」などというずっと前から起きていたことで

す。

　あるいはロボットアニメの「ロボットテコンＶ」。

どこかで見たような感じがしますけれども、韓国語

でしゃべっていますが、日本のものではありませ

ん。これは韓国のアニメです。ご存じ、テコンドー

の型をやっています。

　この数年前、日本では例えば「マジンガーＺ」が

放映されていました。「マジンガーＺ」に「パイル

ダー・オン！」といって、ああいうものが頭のとこ

ろからスポッと入りますね。このあたりを見るとす

ごく類似性が高いので、「やはりこれもある種の剽

窃ではないのか、問題視をせねば」などという意見

もあったのですが、作家の方が「はい、確かに影響

を受けました。ただ、本当だったらもっと正式に紹

介したかったけれども、当時の韓国社会は規制が

あったので、自分が見て面白いと思ったものを韓国

の子供たちにああいう形で紹介をした」というよう

なことをドキュメンタリーでお話になっていたの

を見て、私がその立場だったら大変つらいだろうな

と考えました。

　以上、随分と早口で申し訳なかったのですが、ま

とめとしまして、タイトルにもありますように、「文

化交流」というと、何か政治や経済と関係ないよう

に思われるけれども、そこがトリックです。「政治

的ではないよ」「経済的ではないよ」という顔をし

ながら、高い政治的機能と経済的機能を果たしうる

というのが、文化交流の面白くもあるし、恐ろしい
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日韓文化交流政策の政治経済学 林　夏生

ところでもあります。まず、そういう多義性を持っ

ているということが、日韓の場合にも非常に濃厚に

いえると思います。

　一方で、どんなに計算づくで実施されていく政策

であったとしても、特に規制政策の場合などです

と、その裏をかくようにして起きていく現象が非常

にたくさんあったし、その影響力というもの大変大

きかったのです。

　これを踏まえて、最後に一言だけ付け加えます。

では、未来に対して何をいえるのか。私はまだ

ちょっとここは十分整理ができておりません。強い

てキーワードとして述べるならば、「多様性」では

ないかと思います。

　ヨン様ブームについてももちろんいろいろな意

見があるでしょう。ヨン様しかきっかけがないのは

まずいと思います。けれども、ヨン様もある。伝統

芸能もある。料理もある。そういうきっかけが多様

であることがまずは重要でしょう。

　また、ヨン様が好きになったからといって、それ

しか提供されないのではなく、次に、あれも関心が

できたからあれを、今度は伝統文化、料理の仕方、

キムチの漬け方、そういったアクセスしうる文化が

多様に準備されているのか。関心を持つきっかけが

ビジネスレベルでよく売れる大衆文化であったと

しても、次にはむしろビジネスには乗りにくい韓国

の伝統衣装や伝統の料理法などもちゃんと紹介さ

れ、提供されている必要があると思います。

　最後に、実は私はこれが非常に今一番大きな問題

かなと思うのですが、それで「国際交流」という言

葉はあえて私は使いませんでした。韓国文化が分

かった気になるとか、日本文化を分かった気になる

というのは、やはり非常に難しいことではないか。

なぜならば、日本にも韓国にもいろいろな人がいま

す。「冬ソナ」ブームで皆さん当然のことのように

危惧されるのは、韓国人がみんなああではないか

ら。同じです。「101 回目のプロポーズ」が韓国で

はやったときに、別に日本人が全員そんなことをす

るなどと思われたら困りますから。

　もちろんドラマですから、当然の誇張はあるべき

だと思いますが、その向こう側にある日本なら日

本、韓国なら韓国の中にいる人々のありようの多

様性というところに目が向くかどうか。これは本当

に、私もこう言いながら難しいなと思っています。

なぜならば、いつも「日韓文化交流」と冠がかぶせ

られるから、日本対韓国になってしまうから。本当

だったら、アニメ好きな日本人同士対小説好きな

日韓同士とか、いろいろな交流があっていいのに、

いつも「文化交流」というと、国境をまたいで向か

い合うことしか発想しません。国境の向こうはあん

な人たち、こんな人たちと、それが分かったつもり
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なのが「文化交流」かというと、そんなわけはない

でしょう。

　なぜなら、「文化交流」というのは、「あの国の人

たちは私たちを嫌っている」という先入観を取り除

くために、本当にそこに生きている人々の姿を知る

ために、今までいろいろと努力が重ねられてきたの

に、その売れっ子の大衆文化１つによってまた、「要

するにあの国の人たちはこんな感じ」、それで埋め

尽くされてしまうとしたら、とてももったいないの

ではないかと思います。

　先ほど白状しましたように、まだこの辺は未整理

なのですが、いろいろな意味で多様性を確保しつ

つ、人々に魅力を感じさせるいいきっかけを、大衆

文化交流、韓流、日流というものが提供してくると

いいのではないかと個人的には考えております。

　以上で私の報告を終わらせていただきます。ご清

聴ありがとうございました（拍手）。

（全）　ありがとうございました。私も韓国人です

が、私も知らない事実と共に、昔の懐かしい漫画を

見せていただいてありがとうございます。１つ「銀

河鉄道９９９」という漫画があったのですけれど

も、それも日本の作品だったと思うのですが、非常

に私もはまり、勉強せずにそれを見た昔の記憶があ

ります。



SGRA Report No.29 (2005) ⓒ 2005 SGRA

̶ 16 ̶

主題発表２

冬ソナで友だちになれるのか
金　智龍
文化評論家

　皆さん、こんにちは。私は金智龍と申します。私

は１９９２年から１９９８年まで日本で留学して

いたことがあり、結構日本語はできていたと思っ

たのですが、韓国に帰ってから７年間は、ほとん

ど日本語を使ったことがなかったので、時々変な言

葉を使うかもしれません。それから、２８歳になっ

て学んだ日本語ですから、なまりがあって聞きづら

いかもしれませんが、その辺は勘弁してください。

　日本語で講演するのは２回目で、日本語を忘れた

ので原稿を書いてきたのですが、林先生が私の原稿

に出ているような内容を結構話されたものですか

ら、アドリブで講演をやります。

　私は昨日韓国から来てホテルに泊まったのです

が、ＮＨＫを見たら「美しい日々」をやっていたの

です。それで、私は愛国心などは全くない人間だ

と思っていたのですが、日本で韓国のドラマをやっ

ているのを見てうれしかったです。

　１９９２年から留学したと先ほど申し上げたの

ですが、あのとき韓流ブームがあったらすごくよ

かったのではないかと思います。そのときは私は慶

応の大学院に通っていたのですが、慶応にも変な

やつがいまして、僕の周りにはなぜか変なやつばか

り集まるのです。それで、結構渋谷や新宿あたりに

ナンパしに行ったのですが（笑）、あのときは韓国

人であることはナンパするときすごく弱点になり

ました。要するに、少し日本語をしゃべるとは言っ

ても、なまりがあってすぐ外国人だと分かります。

ブラジルから来た日系三世とかとナンパをしかけ

たのですが・・・今なら韓国人であることが強みに

なるかもしれませんから、試しに今日夜新宿に行っ

てナンパでもしてみようかなと思っています。それ

は冗談で、冗談ではないかもしれませんが（笑）。

　講演のタイトルは「冬ソナで友だちになれるの

か」です。要するに韓国人と日本人が友だちになれ

るかということですが、よく日本人でも韓国人で

も、お互いに会うと「隣の国だから親しくなろうよ」

とか「友だちになろうよ」と、そんなことをよく言

うのです。でも、私はそんな話を聞いているといつ

も不思議だと思うのですが、なぜ友だちになる必要

があるのでしょうか。

　韓国では日本のことを「近くて遠い国」というの

ですが、要するに、地理的には近いけれども、心で

は結構遠いと感じている、そのような国なのです。

それはやはり隣の国だからそうなるのだと思うの

です。僕は韓国でマンションに住んでいるのです

が、上の階にやっかいな高校生が１人住んでいて、

夜中２時に走ったり飛んだりするのです。それで

びっくりして目が覚めたりするのですが、それが結

構ひどい人で、何日か続けてやることもあります。

そのとき、カッとなって包丁で人を刺す人の気持

ちがよく分かったのですが、実行はしていません

（笑）。

　やはり隣の人というのは迷惑をかけやすいので

す。韓国と日本は隣同士だから、お互い迷惑をかけ

たことがいろいろあったのです。もし韓国か日本が

アフリカの国だったら、日本人と韓国人の心の中に

いろいろなことがあることはないのです。関心がな

いでしょう。でも、やはり隣の国だからいろいろ歴

史的なことで迷惑をかけることがあったのです。そ

れがあるから、やはり隣の国というのは友だちにな

りにくいのです。一番友だちになりにくいのが隣の

国だと思います。ドイツとフランスもそうですし、
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フランスとイタリアもそうだと思います。

　隣の国が友達になりにくいもう１つの理由は、や

はり似ているようで似ていないところがあるから

だと思います。皆さんもラーメンを結構食べてい

らっしゃると思いますが、韓国でもラーメンはあり

ます。でも、ラーメンを食べることを比較すると、

大勢の人がラーメンとご飯を一緒に食べるのです

が、そのとき、韓国人はラーメンのスープにご飯を

入れて食べます。日本人は別々に食べるのです。

　私は留学しているとき、インスタントラーメンを

食べながらご飯を入れて食べたのです。それを見た

日本人が「気持ち悪い」と言ったのです。「なんで

気持ち悪いの？」と言ったら、「なんでご飯をラー

メンに入れるんだ。ラーメンとご飯は別々に食べる

もんだ」と言ったのです。それで僕は「ばかばかし

い、入れて食べたらおいしいのに」と（笑）。

　カレーライスも、日本人はご飯の上にかけてその

まま食べるのですが、韓国人は全部混ぜて食べるの

です。それをお互いに見て「気持ち悪い」とか「ば

かばかしい」と思うのです。

　要するに、例えばインドとか、よく知らないア

フリカのある国の人が変な食べ物を食べているの

を見たら、「面白いな」とか、「不思議だな」とか、

「あんなものも食べるんだ」と思うのです。でも、

韓国人と日本人は結構似ているものを食べている

のですけれども、似ているようで似ていないので、

それをお互いに「ばかばかしい」とか「気持ち悪い」

と考える。だから隣の国で仲よくなるのは難しいの

ではないかと思います。

　でも、やはり隣の国だからいろいろな交流をしま

す。交易をするし、政治交流もあります。それは

国民同士が仲よくならなくてもできることだと思

います。経済交流（交易）だったらお金でしょう。

お金になると何でもやる人種がビジネスマンです。

ビジネスマンをけなしているわけではありません。

僕も文化評論家では飯を食っていけないので、コン

テンツを作るビジネスをやっているのですけれど

も、やはりビジネスマンとしての僕は、お金になる

と分かれば何でもやります。

　でも、仲が悪いとお互いにいろいろな不便なこと

があります。例えば１０年前に日本で僕がナンパで

きなかったり、逆に日本人が韓国に旅行するとき、

タクシーの運転手さんが日本人だと分かると、「僕

のタクシーには日本人は乗せない、降りろ」と言っ

たり。そんなことがしばしばありましたから、仲が

悪いと不便だと思うのです。隣の国だからよく旅行

に行くのに、お互いに変な目で見たり憎んだりす

ると、いろいろな不便なことがあります。だから、

難しいけれども、仲よくなることが大事だと思いま

す。

　それでは、どうすれば仲よくなれるでしょうか。

政治交流などはだめです。政治家同士が会ってよく

「親しくなろうよ」という宣言をしたりするのです

が、韓国の冗談で、「政治家と精子は似ているもの

だ。人間になる確率がすごく低い」といいます（笑）。

そのように、政治家を尊敬する人々は余りいないの

で、政治交流のような上のレベルの交流では、お互

いの国民が相手の国民と仲よくなろうという気持

ちを持つことは難しいと思います。やはりお互いに

親密さを感じるには、文化を通じて、文化交流でお

互いを理解することが大事だと思います。

　それで、文化交流をやろうと、上のレベル、要す

るに政治家や公務員が結構いろいろなことをやっ

ていたのですが、今までそのような文化交流がパッ

としたことは一回もなかったと思います。３年か４

年前、「ＫＯＲＥＡ ＥＸＰＯ」という韓国の文化を

紹介する企画を韓国の政府関係の団体が、予算を毎

年１０億円ぐらいかけて、東京で２回、大阪で１回

やったのです。

　そのとき、僕も諮問委員として、その団体に行っ

ていろいろなことを言いました。特に日本の若者た

ちが韓国に対する関心が薄いので、日本の若者に韓

国の文化を紹介する、韓国の文化に接するきっかけ

を与えるという企画で、「ＫＯＲＥＡ ＥＸＰＯ」を

やったのです。聞いたことはありますか。ほとんど

聞いたことがないでしょう。１０億円をかけてビッ

グサイトでやったのですが。

　多分それはこけるだろうと、僕は諮問委員をやる
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ときに予想していたのです。なぜかというと、その

ような企画をやる人たち、公務員、学者―ここにも

学者さんが何人かいるのですけれども、すみません

（笑）―それから、政治家などはちょっと頭が固い

し、現場のことがよく分からないのです。それで、

李美子さんのコンサートをやろうとか、ばかばかし

いことを結構言ったのです。

　僕が提案したのは、若者の心をつかむには、現場

の文化、要するに若者が何が好きなのか、それをよ

く調べてやらなければならないと言いました。３

～４年前です

から、あのと

き日本では「カ

リスマ美容師」

が流行ってい

たのです。そ

れで、韓国で

は「カリスマ

美容師」とい

う言葉は使わ

ないのですが、

有名な美容師

がいますから、

その美容師を

何人か連れて

いって、日本

のカリスマ美容師と競争させる。それで、現場で抽

選で何人か選んで、その人の髪をその美容師が自分

の作品として作る。そのようなことをやると結構若

い人が来るのではないかと言ったのですが、結局そ

んなことはやりませんでした。

　そのように莫大な予算をかけて文化交流をやる

ことはやるのですが、人が集まらないのではほとん

ど意味がないと僕は思います。民間レベルで、若し

くは個人レベルで文化交流をするというのは、文化

交流ではなくて、お互いの文化に興味を持ってそれ

を楽しむことですが、それが文化交流の形としては

一番いいことだと思います。

　例えば韓国では、小学生と中学生の間では日本語

ができるやつが格好いいやつだと周りから認めら

れているのです。小学生と中学生の中では、日本

語ができると結構人気者になるのです。なぜかと

いうと、日本のゲームが人気があるからです。日本

のゲームには、ＲＰＧ（ロールプレイングゲーム）

が主流になっていますが、ロールプレイングゲーム

をご存じですか。ゲームの中に入って自分が主人公

になっていろいろな冒険をするのですが、それが物

語の形式をとっているのです。それで、いろいろな

せりふが出てきて、説明が出るのです。それを読

みながら

ゲームを

するので

すが、日

本語が読

めないと

ゲームが

できませ

ん。

　韓国で

は、 日

本 文 化

解 禁 が

１９９８

年から始

まったの

で、ゲームはＯＫです。人気のあるゲームはハング

ル語（韓国語）版が出て、全部訳して出るのですが、

韓国のゲーム市場自体が小さいのです。韓国でもみ

んなゲームはやっているのですが、大体オンライ

ンゲームといって、インターネットゲームをやり

ます。ですから、１人でやるテレビゲームの市場

はそんなに大きくないのです。でも、やはり「ファ

イナルファンタジー」や「ドラゴンクエスト」など

の大作は韓国でも結構売れますから、韓国版を作っ

て出しますので、それは日本語が分からなくてもい

いのです。しかし、ゲームマニアというか、中学校

や小学校に行くと、クラスの中で５～１０人はゲー

ム好きなので、韓国版が出ていないゲームもやるの
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です。

　その方法は２つありまして、インターナショナル

版を買うことと、日本語そのままでやることです。

インターナショナル版というのは英語版です。アメ

リカで売っているものです。アメリカで売っている

日本のゲームは、全部英語に訳して出します。でも、

韓国と日本の英語の教育は結構素晴らしいところ

がありまして、何年やってもできない教育をわざわ

ざやっているのです（笑）。ですから、中学生の中

で英語を読んでそのゲームができる人はほとんど

いないので、日本語でやるのです。

　なぜ日本語かというと、英語は学校で学んでいる

のですが、結構難しい。韓国語と日本語は語順が同

じですから、本気で学ぼうと思えば１年でできま

す。もちろん話すことは難しいかもしれませんが、

ゲームに出てくるせりふを読むぐらいなら多分６

か月頑張ったらできると思います。それで、ゲーム

をやるために日本語を本気で熱心に学ぶ人がいる

のです。その人は結構人気者です。なぜかというと、

ゲームをやるためにそんなに勉強する人はいませ

んから、日本語はできないけれどもゲームはやりた

い。そうしたら、その日本語ができる人を家に呼ぶ

のです（笑）。そして、日本語が出ると「それは何

か教えてくれ」と言うわけです。ですから、日本語

ができるとあちこちの友だちの家に呼ばれて結構

人気者になります。

　文化が入るとこのような現象が起きます。昔は中

学校と高校で第２外国語はフランス語をやったの

です。フランスが格好いい国とみんな思っているの

で、フランス語を教える先生の数が多いこともあっ

たのですけれども、８割は第２外国語でフランス

語かドイツ語をやったのです。しかし、今は高校の

６割ぐらいが日本語を第２外国語でやっています。

それはやはり日本語を学びたいと思っている中学

生と高校生が多いからだと思います。なぜ日本語

を学びたいかというと、日本のゲームをやったり、

日本の漫画をそのまま見たり、日本のドラマを字幕

やダビングではなく、そのまま聞いて分かりたいと

いう需要があるからです。

　そのようにして、日本の漫画やドラマなどを楽し

んだ今の高校生や中学生を見ると、日本人に対する

反感が少なくなるのです。自分が好きなものを作っ

ている国という意識は余りないと思うのですが、要

するに、日本の漫画を見たり日本のゲームをやった

りすると日本に慣れるのです。ＲＰＧゲームは大

抵ヨーロッパ風ですが、漫画は日本の家や日本人、

日本の食べ物がそのまま出ますから、それを見て、

日本が遠い国ではなくて、本当に近い国のように

感じて、日本に１回も行ったことがないけれども、

何か親しい国のように感じるのです。それで、日本

語を学びたいということになるのです。

　立場は逆になりますが、韓流ブームは、そのよう

な意味で日本人の意識を変え、韓国に親密さを感じ

ることに役立つと思います。

　先ほど冗談でナンパの話をしたのですが、実際

１０年ぐらい前に渋谷あたりで、床屋の入り口に

「外国人立ち入り禁止」という表札があるのを見た

ことがあります。それがいろいろな店の入り口に

結構あったのです。それを見ると気持ちが悪いし、

ぎょっとします。こんな国だったら外国人が差別さ

れたり、危険な所に行くと、外国人であることだけ

で殴られたりするのではないかと不安な気持ちを

感じるのです。

　あるいは、若い人たちは韓国に対して無関心に近

かったと思います。韓国や韓国人をよく知らない

から、何となく距離感がある、そんなところがあっ

たのですが、このように韓国ドラマを見たり、韓国

の映画を見たりして、韓国人の考えや生活習慣に慣

れると親しみは自然に出ますから、韓流ブームは、

先ほど李鎮奎先生の資料で出たように、韓国に対す

る親近感を高めたのです。

　そのようにして、日本人が韓国の文化を楽しむ。

逆に、韓国では日本の文化を楽しむ。それを文化交

流といっていいのかどうか分かりませんが、それで

お互いに親近感を感じれば、友だちにならなくて

も、お互いがお互いの国にいて不便や危険さ、不

安を感じることはないのではないかと思うのです。

その意味で、韓流が起こったのは、僕はすごく素晴
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らしいことだと思います。

　なぜ日流ブームは起こらないのかというとこと

について、僕が言っていることと、先ほど林先生が

言ったことがちょっと違うので、疑問を感じる方が

いらっしゃると思います。僕は毎日漫画を読んでい

る人間ですが、毎日漫画を見たりアニメを見たりす

る人の目で見ると、日流が起こるはずがないと思い

ます。

　１９９８年に韓国に帰って『僕は日本文化が面白

い』というタイトルの本を出して、日本文化を褒め

たことで僕は評論家になったのですが、元々の専門

は経営学です。別に日本の文化を研究していたので

はなく、好きで好きでたまらなくて、毎日漫画を

読んだりゲームをしたりしていたことが高じて評

論家になってしまったのです。『僕は日本文化が面

白い』で大人たちはショックを受けて、結構セン

セーショナルな本になったのですが、若者、青少年、

中学生・高校生・大学生は、ショックどころか「あ

のおっさん、何言ってるんだ。当たり前のことをよ

く言うな」と感じたのです。なぜならば、日本文化

解禁は正式には１９９８年ですが、みんなその前か

らずっと日本の漫画・アニメ・ゲームは見たりやっ

たりしていたからです。

　僕は１９６４年生まれですが、小学生のときか

ら「鉄腕アトム」を見たし、大体手塚治虫の作品

は韓国に入っていました。アニメでは「マジンガー

Ｚ」「銀河鉄道９９９」「ジャングル大帝」「リボン

の騎士」など、ほとんど見ていたのです。ゲームも

インベーダーを初め、日本のゲームはほとんどやっ

たのです。それで何を解禁するのだと不思議に思っ

たのです。文科省の大臣に当たる韓国の文化部長官

が、「今から日本文化を解禁します」と言うのを見

て、コメディをやっているのかと思ったほどです。

そのときは日本の漫画を解禁すると言ったのです。

その解禁の内容は、韓国で日本語の漫画を日本語

そのままで出してもいいと。だれが読むのですか

（笑）。

　１９６０年代から大体の日本の漫画は翻訳され

て韓国に入ってきていたのです。アニメもそうでし

た。ただし、日本の漫画やアニメであることは隠し

ました。神社が出るとそれを寺に変えたり、名前も

全部韓国人の名前に変えたのです。僕は「スラムダ

ンク」も結構好きだったのですが、韓国に帰って「ス

ラムダンク」の話を若い人たちとすると、全然話が

通じないのです。僕は日本で「スラムダンク」を読

んだので、僕は「桜木花道」と言うのに、韓国の若

い人たちはそれを韓国人の名前に変えた漫画を読

んだから、主人公は「桜木花道」ではないのです。

　このように、日本のアニメや漫画を禁止していた

のではなく、日本の漫画であることを隠すだけだっ

たのです。ゲームも大体そんな形で入ってきていた

のです。僕は今４１歳ですが、僕のように今でも漫

画を読んだりアニメを見たりする人間は変人です。

普通の大人は漫画やアニメを見てはいけないとい

うのが韓国の一般的な考えですから、大人たちは

自分も幼いころ漫画を読んでいたのに、それを忘

れていて、状況をよく理解していなかったのです。 

解禁時でも韓国で出回っている漫画の７割が日本

のものでした。テレビアニメは９５％が日本です。

ゲームはオンラインゲーム、要するにインターネッ

トでやるゲームではなく、テレビゲームといってプ

レイステーションなどでやる形のゲームも、９５％

以上日本だと思います。ですから、解禁してもブー

ムが起こるはずがないのです。元々ほとんど日本の

ものですから、９５％が１００％になったとして別

に変わることはないのです。

　その後、解禁した日本の映画ですが、日本の映画

がだめなのは皆さんもご存知でしょう。日本人も見

ない映画を韓国人が見ますか（笑）。それと音楽で

すが、ＢｏＡは日本で大ヒットしているのですが、

日本語で歌っています。日本の歌が韓国にそのまま

入ってヒットすることはないと思います。皆さんの

ような世代は趣味で音楽鑑賞などに行ったことが

あると思います。音楽を聴く、それはビートルズの

ような時代の話です。

　今は歌は聴くのではなく、カラオケで歌うので

す。要するに、音楽の役割が、人に聴かせるので

はなくカラオケで歌わせるのに中心が移ったので、
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自分の国の歌詞でないとなかなか受け入れられな

いのです。韓国人で日本語が分かるのは、若い世代

で２～３％だと思います。そのような人はカラオケ

に行って日本語でそのまま歌うかもしれませんが、

普通は日本語で歌えないのです。ですから、日本の

歌が韓国でヒットすることはないと思います。

　ただし、日本の歌はメロディがいいので、韓国の

歌詞に変えて韓国の歌手が歌ったものは結構ヒッ

トしたりするのです。それはあるのですが、言葉の

問題で、日本のＪ - ＰＯＰがそのまま韓国に入って

ヒットすることはないと思います。

　逆に、幾ら韓流ブームがあっても、韓国の歌がそ

のまま日本で売れることはないと思います。サウン

ドトラックなどで少しは売れるものもあるのです

が、やはり理解できないし、カラオケで歌えないの

です。ＢｏＡのように最初から日本語を学ばせて、

日本語で歌わせないとだめだと思います。

　日本のドラマも解禁したのですが、なぜブームに

ならないかというと、短いのです。韓国のドラマ

は長いのです。「冬ソナ」は２０回ですが、短いほ

うです。韓国では大体５～６回ぐらいやったとき、

それが話題になると視聴率が上がるのです。でも、

日本のドラマは大体１１回か１２回ですから、すぐ

終わってしまいます。それは韓国人の気質には合わ

ないのです。

　中国はもっとすごいですから、あそこは２０回以

上でないとヒットしないらしいです。韓国のドラマ

も５０回とかもよくやります。そんな文化的な違い

がありますから、日本のドラマが、今ケーブルで

やっているものはやっているのですが、そのまま一

般のテレビで見ることはできないと思います。

　もう１つは、元々ＮＨＫの番組を余り見ないです

から、「冬ソナ」をやってもいいのです。「美しい

日々」をやってもいいのです。視聴率が３％出る

とＮＨＫは喜ぶのではないですか。でも、韓国のテ

レビ局は４局あるのですが、どの局でも、視聴率

が１０％だったらその番組は廃止にします。日本

のドラマをやっても大体視聴率５％だと思います。

ですから普通のテレビでは放映できないのです。Ｎ

ＨＫは余り視聴率が高くないので、「冬ソナ」で５％

取ると大喜びしたのですが、向こうで日本のドラマ

をやって５％だったら、そのＰＤは首ですね。

　日本文化解禁をしてもなぜ韓国は何も変わらな

かったのかというと、このような事情があったので

す。元々日本が世界的な競争力を持っている漫画・

アニメ・ゲームはずっと昔から入ってきて楽しんで

いたので、別に変わることはなかったし、音楽は言

葉の問題で、テレビドラマは視聴率の問題で、映画

は元々だめで、何も変わらなかったのです。

　若者の間でも大人でも、日本に対する反感の１つ

は、韓国では日本の文化をすごく楽しんでいるの

に、なぜ向こうでは韓国の文化を受け入れないのか

というものでした。それで、解禁するとき、「向こ

うが受け入れていないのに、なんでうちだけ解禁

するんだ」という声もあったことはあったのです。

今の韓流ブームでそのような反感はなくなったと

思います。逆に、韓流ブームが起きて、日本人の中

では「うちではこんなに韓国の文化を楽しんでいる

のに、向こうはなんで何もしないんだ」という誤解

もありますが、このような背景があるから、何も変

わることはないのです。

　林先生が素晴らしい講演をなさったので、アドリ

ブで４０分ぐらいいろいろなことをしゃべったの

ですが、何を言ったのか僕も余り覚えていません

（笑）。ただし、最後に一言いうと、韓国人の若者は

日本の文化が大好きな人が結構いるのです。それ

で、日本に対する親近感が高まっています。そして、

韓流ブームで、日本人の中で韓国に対する親近感が

高まっているのですから、今まで「近くて遠い国」

だったのですが、それが徐々に「近くて近い国」に

なって、お互いに友だちになる、そのような友情を

感じる機会がたくさんあるのではないかと思いま

す。今回の韓流ブームはお互いの国民のためにもす

ごくいいことではないかと思います。以上です（拍

手）。
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（金雄熙）　第２部のパネルディスカッションを始

めます。私は進行役を務めさせていただく韓国仁荷

大学の金雄熙と申します。

　私が勤めている仁荷（イナ）大学を日本の方に紹

介するときに、昔は「イーナ大学」と言っていまし

たが、最近、その紹介の仕方変えようかと考えてい

るところです。今の韓流ブームの中で、ヨン様のほ

かにも韓国のイ・ビョンホンさんという俳優が注目

を集めているようですが、イ・ビョンホンさんが主

演した「オールイン　運命の愛」という有名なドラ

マがあって、その中の役名が「イナ」ですね。それで、

これからはそういう形で日本の方々に紹介すれば

いいかなと思っているところです。

　私は、１９９１年から１９９９年の３月まで日本

に留学しました。８年ぐらい生活しましたが、その

ときは、先ほど金智龍先生の発表にも話が出ました

けれども、韓国の存在感は余りなかったのです。あ

るとすれば、一部の焼き肉屋に行った時に、「ああ、

ここはちょっと韓国のにおいがするな」くらいだっ

たと思います。

　最近はそれが大分変わりました。私も昨日、日本

の知り合いの所に伺いまして、そこで韓国の存在

感が日本の一般家庭まで広がりを見せているので

はないかという気持ちを持ちました。日本の民放に

「韓流アワー」というものがあって、そこで「天国

の階段」という韓国のドラマを上映していました。

それを見てびっくりしました。本当に隔世の感を覚

えました。

　さて、今日のパネルディスカッションに参加して

くださるパネリストの皆様をご紹介します。

　私の右側からご紹介しますと、道上尚史さん、内

閣府参事官でいらっしゃいます。皆さんの側から

見ると一番右側が、韓国の国民大学副教授であり、

現在は東京大学の客員教授でいらっしゃる李元徳

先生です。先生の隣は、現在、東大総合文化研究科

の助教授でいらっしゃる木宮正史先生です。それか

ら、今日の主題発表者のお二方の先生もパネルディ

スカッションに加わっていただきます。

　次に、討論の進め方について簡単に説明いたしま

す。

　まず、パネリストの３人の方に１０分程度議論し

ていただいて、その後今日の発表者のお二方に感想

なり答弁を頂きます。そして、フロアに議論をオー

プンしたいと思っております。

　今日のパネリストとして参加するご予定だった

大橋さんは、急にご病気で今日は不参加ということ

になりました。

　では早速、道上先生からご議論をいただきます。

なお、今日の議論は、パネリストの皆様の属する組

織や国籍にとらわれずに、個人の立場から自由に議

論を展開していただくことになりますので、ご了承

ください。

 

パネルディスカッション

パネリスト： 林　　夏生（富山大学人文学部国際文化学科助教授）

　　　　　　 金　　智龍（文化評論家）

　　　　　　 道上　尚史（内閣府参事官、元在韓国日本大使館参事官）

　　　　　　 木宮　正史（東京大学大学院総合文化研究科助教授）

　　　　　　 李　　元徳（国民大学副教授）

進行： 金　　雄熙（仁荷大学助教授、ＳＧＲＡ研究員）
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（道上）　内閣府におります道上です。今日はお招き

いただきありがとうございます。

　私は元々外交官で、ずっと長い間韓国をやって

きました。初めて韓国に留学したのが１９８４年

です。ソウル大学でここにおられる李元徳先生（当

時は修士の学生）と出会い、それから２０年たって

しまいました。

　ほんの数年前までは、「韓国の映画は面白いよ、

俳優もなかなかいいよ」と日本人に言っても、「ふー

ん」とつれなかったのですが、最近では、私が知

らないようなドラマや俳優を、日本の普通の女の

子やおばさんたちが知っている。この韓国ブーム

は、嬉しくもあるし、

自分だけの宝物がみ

んなのものになっ

てしまったようで、

ちょっと寂しい気も

しています。

　さて、「パリ症候

群」という言葉をご

存じでしょうか。日

本の、主に女性が、

「芸術の都パリ」に

あこがれて留学に行

く。でも、パリの現

実に突き当たってう

まくいかない。キャリアアップもできないし、夢見

ていたロマンスも生まれない。パリの人は冷たい

し、日本のような丁寧なサービスもない――とい

うことで、がっくりして適応不全を起こし、お医

者さんのお世話になるという人も多い。これを「パ

リ症候群」といいます。

　私は最近の韓流ブームは、この「パリ症候群」と

対照的なものだと思います。つまり、明治以来、日

本人はフランスに、欧米にあこがれたわけです。よ

く分からない遠い国にあこがれた。過大評価ともい

える。実際に接してみると、夢からさめてがっかり

する。韓流ブームはこの逆で、実はすぐそばに、魅

力のある、活気あふれる国があるのに、日本側が気

付かずにいた。過小評価や偏見もあった。最近やっ

と遅ればせながら気がついて、韓国も案外いいじゃ

ないかと「発見」し、評価する、そんな構図ではな

いかと思っております。

　２０００年に、私はソウル大学で講座を持たせて

いただき、日本に留学していた韓国学生たちの色々

な話を聞きました。彼らは非常に正直で、韓国側の

日本観、非常に古い、的外れの日本観を批判的に紹

介してくれました。「正式国名は大日本帝国だろう」

「日本では毎日小学校で天皇の写真に最敬礼してい

るのでしょう」「日本語なんか勉強して、売国奴じゃ

ないか」という見方が現にあるのです。

　他方で、日本側

の驚くべき無知も

まだあるのです。

「韓国語というのが

あったの？」とか、

植民地支配を知ら

ない、或いは「日

本は韓国と戦争し

て勝った」とかで

す。

　日本語もよくで

きる女子学生が、

ボランティアで知

り合った日本のお

ばさんから、「韓国人は、日本は昔どうしたとかい

う人ばかりかと思っていたけど、あなたのような人

とは仲よく付き合えそうね」と言われたのです。

　その学生さんも人がよくて、「そうですね」と笑

顔を返した。でも帰って考えると「あの答えは間

違っていた」と思った。慰安婦問題のニュースなど

見たら、本当に悔しくて涙が出る、日本が悪いと

思う――というのです。彼女のそういった葛藤は、

自然なことだと思います。同時に私は、ここでとり

あげたおばさんを、韓国への理解が浅いと批判する

ことは可能なんですが、余り目くじら立てて、せっ

かく芽生えた隣国への関心を消したりするのは生

産的でないという気がします。ともかく韓国に目を
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向けることが重要なスタートだと言いたいのです。

最近の韓流ブームについて、上っ面だけの、泡のよ

うなものだという見方がありますが、私はもう少し

肯定的に見ています。

　その理由は３つあります。１つは、友だちでも夫

婦でも、完全に相手を理解することなどありえない

わけです。まず相手に関心を持つこと、向き合って

話をし、付き合うことがスタートです。目をそむけ

ていては何も始まらない。日韓はその第一段階に達

していなかった。日本側も韓国を警戒したり、基礎

知識がなく敬遠したりで、ちゃんと向き合っていな

かった。完璧を求めるのではなく、とにかく第一段

階を突破したこと自体に意義を見出したいのです。

次の段階では意見がちがい、けんかをすることもあ

るでしょう。それでいいと思うのです。

　２つ目に、相互理解についてそれなりの基盤、イ

ンフラが両側にでき、育ちつつある、その上の流行

だから、泡のような現象ではないだろうということ

です。今日もいろいろ建設的な分析、発表がありま

したね。韓国側でも日本側でも、昔のように観念論

をふりまわしてバッサリ批判するとか、相手の実像

を見ずにつばを吐いたりということは、大分少なく

なってきました。相手国への一面的な見方を戒める

自己批判も、双方で育っています。

　３つ目に、今日会場には女性の方も多いのです

が、私の２０年来の経験では、日本側が韓国に目

を向ける一番の障壁というか、最後のとりで、ハー

ドルは、中高年女性だったという気がします。先ほ

ど申しましたように、「韓国って面白いんだよ、歌

も映画も‥」といっても、一番応じてくれない。韓

国はこわい国、わかりにくい国という思いが最も強

かった。その中高年の女性が、今回振り向いてくれ

た。ついにそこまで来た、これは本物だいうことで

す。

　以上、日韓相互理解がそれなりに基盤を築いて

きているという方向でお話ししましたが、そう簡

単じゃないというのも真実です。私は外交官生活

が長く、明るい希望と厳しい現実の両方をいつも

見るし、見ざるを得ないのです。「日韓関係はよく

なった、もう大丈夫だ」という人は２０年前にもい

たし、今もいるのですけれども、そういう人に対し

て私は、「いや、まだ安心はできません。バラ色の

夢にひたってはいけませんよ」と言います。片や、

歴史問題などに悲観的になって、「やっぱりだめだ。

日韓は結局、わかりあえないんだ」という人には、

「いえ、十分希望はあります」と言うのを常にして

おります。

　これから、私の７つのポイントないしメッセージ

を、駆け足で申し上げます。

　１つ目は、日本は韓国が不得意科目だといいます

が、逆に韓国も日本のことが不得意科目なのです。

ほかの国に比べると日本に関心を向けてくれます。

それはありがたいし、大事にしなければいけませ

ん。でも、韓国には「日本などよく知っている」と

いう人が多いのですが、実はそうでもないのです。

日本について基本的な誤解や無知も多いのに、「自

分の日本観が絶対正しい」「それへの批判は、欺瞞

だ、危険な右傾化だ」とやってしまう人が、まだ少

しいる。お互い姿形が似ているからこそ、「自分と

同じ発想だろう」とまちがった思い込みをしやすい

のです。実際は、考え方、ものの感じ方に大きな

ギャップがあります。相手は自分と違うのだ、自分

は相手を知らないのだということからスタートし

たほうがいいのです。

　よく言うように、日本側は１９４５年以前の歴史

を知らなすぎる。韓国は４５年以降の日本を知らな

すぎる。そのとおりだと思います。

　人間も国も双方向、お互い様であります。つまり、

相手が自分のことを嫌いだ、いつも悪口ばかり言っ

ている、信用していないとわかると、自分もその人

のことをなかなか好きになれません。人間も国も同

じだと思います。「あなたは自分と大分違う。でも、

あなたは大事な相手だ。あなたのいいところはわ

かっている」――と、お互い、他者の存在、異質な

ものの存在を受け入れることから始めることが大

事です。意見は違っていいのです。国内でもみんな

意見が違うわけですから。そういう違い、神経がざ

らざらした付き合いを負担に思わず、逆に楽しむこ
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とができれば、本物です。ちょっとやりにくい面も

あるけれど、すごく良質の刺激を受け、国内では気

づかないことに気づく。それが外国付き合いの醍醐

味です。人間も国も、自分だけでは生きていけない

わけで、対立はあり、主張すべきは主張しつつも、

大事にしていくべきです。

　２つ目は、「文化」は魔法ではない、外交問題を

さっと解決してくれるわけではないことです。

文化は大事ですし、外国に対するいわれのない偏見

や無知などを随分解消してくれます。日本国内でも

偏見はありまして、私は大阪の人間なのですが、「大

阪人はがめつい」とか、「東北の人間は暗い」とか

は、正に偏見なのですけれども、ドラマや映画は、

そういう歪んだ決めつけを修正してくれる場合が

あります。

　でも、歴史問題や安保問題、外国への歪んだイ

メージ、知識不足を、文化が瞬間的に解消するわけ

ではないわけです。武道館を満員にするような有名

なミュージシャンが、インタビューで「万という人

を集めることはできても、音楽なんかで世の中変わ

りませんよ」と、さめた答えをしていました。

　「冬ソナ」ブームは結構なことですし、文化交流

―特に韓国や中国―は大いに拡充したいのですが、

それで国民同士の関係は安心だというものではあ

りません。小中学校の教育や、新聞・雑誌、テレ

ビの報道や家庭での対話で日々形成される外国イ

メージというのが、非常に大きいのだろうと思いま

す。

　隣の国ゆえに付き合いが難しいということもあ

ります。遠く離れた家ならば、ごみの出し方が悪か

ろうが、ピアノの音がうるさかろうが関係ないので

すが、隣だったら気になります。隣の子供がいい高

校、大学に受かったというのも、自分のところがう

まくいっていなかったら腹が立ったりするのです。

それゆえに、日韓は今後も問題や葛藤は避けられま

せん。それは当り前で、隣国の宿命だと思います。

　しかしながら、これもキーフレーズのつもりなの

ですが、「日韓関係は、はやりすたりに任せてはい

けないほど、重要」なのです。たまたまうまくいっ

た、ではダメでして、つねに意識的な努力が必要な

のです。ワールドカップ共同開催が、韓流ブームが、

ヨンさまがあるからもういいということではなく

て、常に自転車をこいでいなければいけません。自

転車は、こぐのをやめると、止まるのではなくて、

バタッと倒れてしまうのです。お互いネガテイブな

見方が根強いだけに、自然に任せるのでなく、常に

意識的に前にこぎ続ける必要があります。それは、

相手のためというより、自分のために必要な作業な

のです。

　３つ目に、「戦後日本の根本的な問題は、ヒスト

リーとセキュリティだ」と考えています。つまり、

一方には、安全保障というものを全然理解しない

人がいた。平和憲法があるから攻めてこないとか。

冗談ではありません。今なら誰もがわかりますが、

国際社会とは、そういうものではないのです。片

や、自国の歴史をきちんと振り返ることをいやが

る人、戦争と言えば被害者意識だけが先に立つ傾

向があった。「歴史問題、うるさい。中国韓国ガタ

ガタ言うな」という人がここ 10年ぐらい日本で結

構目立っていますが、これは間違いだと思います。

外国に言われたからとして教科書を直す必要はな

いのです。それはちょっとおかしなことだと私は思

います。むしろ、自分の国の歴史だから、光も陰も、

自分たちの近現代史をきちんと振り返り、子供た

ちに堂々と教えましょう、ということです。誇り

を持っていい歴史です。同時に百点満点ではなかっ

た。日本人が日本の歴史を知らないということでは

よくないと思います。

　歴史「認識」という言葉をふりまわして議論が混

乱するケースが多いように思います。私がいつも言

うのは、基礎的な「事実」を知ろうということです。

歴史「認識」というのは、なかなか難しくて、ナポ

レオンをどう評価するかはイギリスとフランスで

大いに違うし、第一次世界大戦の契機になったサラ

エボ事件の評価も、時期によって相当揺れ動くわけ

です。歴史学者は盛んに議論してもらっていいので

すが、一般の国民は、｢認識 ｣以前に、ＡＢＣ的な

｢事実 ｣を知ることが肝腎です。認識以前の基礎知
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識です。我々はここが弱いのです。

　真珠湾攻撃は、またヒロシマ・ナガサキは、アメ

リカの歴史であると同時に日本の歴史だといえま

す。同じことで、朝鮮支配は、日中戦争は、日本の、

同時に韓国や中国の、歴史なのです。「こういうこ

とがあった」と知っていた方がいい。

　たとえば、高校生や時には大学生でも、太平洋戦

争はさすがに知っているけれど、朝鮮の植民地支配

したことを知らないとか、日清戦争・日露戦争とい

うのは正に朝鮮半島を巡る争いで、あの辺で行われ

た戦争なのですが、それも知らない。日本は中国

とロシアと戦争をしました、勝ちました、終わり。

これでは本質をとらえていないでしょう。閔妃（ミ

ンピ）暗殺を知らないというのは、僕が韓国人だっ

たら唖然とするでしょうし、にこにこ付き合いなが

らも、なんと底の浅い人（国）かと思ってしまい

ます。別に韓国の人と議論して勝つためではなく、

自分の国の歴史をもうちょっと知っておこうよ、と

いうわけです。

　４つ目に、韓国と中国を比較してみましょう。

まず日本の調査で、韓国中国それぞれへの親近感の

数字を掲げてあります。

1980 年 2004 年 (20 代 )
韓国に親しみを
感じる 43.1 56.7　(63.1)

中国に親しみを
感じる 78.6 37.6　(31.3)

　１９８０年頃――中国は改革・開放の時代、鄧小

平さんが日本に来る前後です。韓国は全斗煥さんが

政権を取る少し前、光州事件という流血事態もあ

り、政情不安定で、経済的にも離陸していないとき

です。当時は中国への親近感の方がはるかに数字が

高いのです。８０年では、中国が８割近い。韓国は

４割ぐらい。それが２０００年を迎える少し前に逆

転していまして、２００４年には韓国の方がずっと

高い。しかも若い人だけを見たら、韓中の差はもっ

と大きいのです。６３対３１ですから、完全にダブ

ルスコアです。日本の２０代の人は、韓国にググッ

となびいてきて、中国からサーッと離れてきている

ということです。

　さて、韓国が日本文化にどのように接し、受容し

てきたかという話がさっきのセッションでありま

した。ここでは、中国が日本文化にどう接したか、

どういう印象を持ったかを振り返ってみましょう。

　１９８０年代前半、中国では、日本のドラマ、映

画、アニメの一大ブームがありました。その存在感

は今よりずっと大きかったのです。非常に多くの中

国の方が、おしん、鉄腕アトム、一休さんなどのＴ

Ｖ番組に夢中になり、山口百恵、高倉健、中野良

子の人気は大変なものでした。日本文化の印象は

非常に鮮烈でした。欧米文化が、政治的配慮もあっ

て紹介されていない時代です。それまで革命スロー

ガン色の強い「文化」に慣れ親しんだ人たちにとっ

て、日本文化は、「自由な西側文化」を代表する、

とても新鮮で、人間的な魅力あふれるものでした。

今、日本の歌やドラマは、当時ほど大きなインパク

トはありません。ここ十数年、村上春樹や浜崎あゆ

みが人気を博したとか、今も若い日本ファンが多

いとかはありますが、９０年代以降アメリカ、ヨー

ロッパ、さらに韓国の文化が本格的に流入したた

め、以前に比べ、日本文化は相対化されたわけです。

日本観については、９０年代中国の愛国主義教育強

化の影響があるという指摘もあります。

　さて、この「親近感調査」の動向を見ると、時々

の政治的事件によって、数字は敏感に変動すること

がわかります。天安門事件や歴史教科書問題とかで

す。基盤のしっかりした相互理解を進めるには、「普

段着の付き合い」で事足れりではないのです。

　さて、韓国と中国とでは、そもそも日本との歴

史が違うわけでして、日中は戦争をしたのに対し、

日韓は戦争でなく植民地支配です。血の流れた量も

大きく違います。そこをおさえつつも、１９４５年

以降の韓中比較をした場合、２つのポイントがあり

ます。

　１つは、日本観というものの鍛えられ方が違い

ます。韓国では――昔から「昼は反日、夜は親日」

という、ちょっと揶揄したような言葉がありまし

たが――韓国で日本への反発を内心抱きつつも、日
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本の技術水準の高さ、日本人の勤勉さというプラ

スの評価は、いわば裏の常識だったわけです。好

き嫌いを問わず、結構大きな存在だったわけです。

６０－７０年代は、奇跡的な経済成長への賞賛、現

代的で優美なファッションへの羨望もありました。

９８年以降の「日本文化解禁」のはるか以前から、

日本の文物――書籍や技術や商品やデザイン――

にたくさん接していたわけです。「でもやはり歴史

的、政治的には許せない」というわけで、アンビバ

レントな、二面的な日本観が１９４５年以降続いて

いました。

　中国では、知識人も一般国民も、もっと単純な日

本否定ないし非難という構図が強かったわけです。

日本の存在感というか「気になる度合い」も、韓国

よりはずっと低かったわけです。

　以上要するに、韓国の方が―我々から見たら日

本理解はまだまだであるにせよ―日本への関心が、

中国より高い。日本イメージが濃厚で屈折があるだ

けに、また中国より時々の世論に左右されやすいだ

けに、揺れ動くことありますが、総じて、中国より

は日本観が鍛えられていると思います。

　２つ目は、日本観のみならず、価値観や言論の多

様さ、自由度について韓国と中国では大きな差があ

ります。韓国では、以前から肯定面評価を含め色々

な見方がありましたし、数年前から、マスコミの方

が、「従来の日本報道はあれでよかったのか」とず

いぶん議論し反省もしておられます。正確な日本像

を伝えるのでなく、むしろ感情的な反発を助長した

のでないか、改めなければ、という方向の議論が公

開の席でも結構見られます。

　さらに１９９８年、小渕総理と金大中大統領の首

脳会談に向け、両首脳の日韓関係改善の強い意欲が

大きく作用し、結実したと思います。当時、互い

に相手の国の映画が流行りました（「Love　Letter」

「シュリ」）が、特に日本から見て、金大中大統領の

おかげで韓国のイメージは新しく、よくなったとい

えます。文化、社会意識だけでなく、政策面、指導

者の改善意欲というのが相当大きく働くのだと思

います。「はやりすたれにまかせるには、日韓関係

は重要すぎる」というメッセージです。自然に任せ

てはいけないわけで、意識的な努力が、自転車をこ

ぎ続ける努力が双方に必要です。

　この年、大統領は、「金融危機にある韓国を支援

してくれて、日本ありがとう」と公の席ではっきり

述べられ、「ＯＤＡをはじめ戦後日本のいいところ

はたくさんある。韓国はそれにもっと目を向けよ

う」と強調されました。それは日本人の目に非常に

新鮮でありました。

　５つ目は、言葉は日韓の大事な架け橋だというこ

とです。私は元々韓国というのは言葉の勉強から

入ったのです。といっても、外務省に就職してから

習い始めたのですが、日本人にとって韓国語ほど近

い、学びやすい外国語はないわけです。

　高速道路は「コーソクドーロ」ですし、酸素マ

スクは「サンソマスク」ですし、調味料は「チョー

ミリョー」です。似ているものとして、図書館は

「トソグァン」、市民運動は「シミンウンドン」です。

木の芽が「スクスク」伸びるとか、うれしい意味

で背筋がぞくっとするようなものがたくさんあり

ます。中国語とは比べものにならないぐらい日韓は

似ているわけです。英語のように、辞書を何度引い

ても覚えられないということは、まずありません。

辞書を引かずともわかってしまうくらいです。

　言葉というのはそもそも別の発想を知るという

トレーニングでもありまして、日本人からみてやり

やすいという意味でも、是非大事な懸橋として勉強

されたらいいと思います。

　最後に６つ目と７つ目はまとめてほんの一言に

とどめます。アジア連帯、東アジア共同体、日中韓

連携強化というのは基本的には結構なことでして、

アジア各国で都市生活が大幅に増え、共感帯が広

がっており、理解を進めるチャンスなのです。でも、

首をかしげる面、気を付けなければという面があり

まして、アジア人のアジア観、アジア論というもの

に問題がある、まだ本物ではないと思うのです。

　日本以外のアジアでは、東洋と西洋を二極対立的

なものと見て、「西洋は強大だが邪悪な文明だ。我々

東洋は、弱く貧しいが、清く正しい」「物質文明で
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は西洋が世界を支配するが、精神的道徳的にはアジ

アが優位だ」という見方が強いのです。本当にそう

でしょうか。私はこういう見方には全然同意しませ

ん。

　それから、「アジアは１つ」「我々は顔が似ている

から、皮膚の色が同じだから分かりあえますね」と

いうのもよく聞くのですが、これもレイシズムとい

うと言い過ぎかもしれませんが、古い、歪んだもの

を感じます。私などは「いや、ちがうよ」と言います。

「アメリカ人でもアフリカの人でも、心は通じるし、

隣の国でも同じ国でも変な人はいるし、話の通じな

い人はいるよ」というわけです。アジアは１つとい

うのも実に乱暴ですね。経済も政治も、文化も言葉

も宗教も、国によって随分違うわけで、多様性を踏

まえた上でなければいけないと思います。たとえば

韓国でも、「我々韓国人は、アジア、アジアといい

ながら、アジア各国への差別意識があり、アジアを

把握していない」との自己批判があります。

　アジアはどうもこういう、克服すべき古く固い殻

というか、コンプレックスの裏返し的な部分がまだ

相当残るわけです。こういう内に閉じた発想では、

世界に通じないし、アジアのためにもならないと思

います。うまくその辺を修正して、新しい、開かれ

た、しなやかなアジアという方向を発信するべき

です。その先頭走者は、私は日本だと思います。自

由で多様で、国や血の壁をこえた人間尊重、ヒュー

マンセキュリテイーの考え方が根を下ろしており、

それは日本のいいところだと思います。

　日本のまわりを見わたすと、やはり韓国です。韓

国の方々は急速にそれに追いかけ、追いついていま

す。今、３０～４０代の人が、勢いがあって国を動

かしているのは、日本よりも韓国です。若い層が支

える市民運動は、ちょっと危なっかしい面もあった

りするのですが、ともかく気概、バイタリティはす

ごいものです。韓国の学生さんは、ヨーロッパでも

アジアでも、てくてく歩いている人が一杯います。

社会の成長率というのがあったなら、たぶん韓国は

日本より高いでしょう。

対立的なアジア観を打破して、世界に通じる、世界

に貢献するようなアジア、いい意味でのアジア連携

を発信できるのが日韓だと思います。

　長くなって恐縮です。以上です。ありがとうござ

います（拍手）。

（金雄熙）　ありがとうございました。「はやりすた

りに任せるには、日韓関係は重要すぎる」という立

場から、新日韓関係を築くための７つの提言、メッ

セージを下さいました。こういうメッセージを本に

したら、ベストセラーになるのではないかと思いま

すけれども（笑）。

　時間の関係で、早速ほかの先生の議論に入りたい

と思います。先ほどのご紹介の順に従って、李元徳

先生にご議論をお願いします。

（李）李元徳と申します。私も資料をあらかじめお

配りしましたので、それを基本にしてお話します。

　その前に、この会議の経過について付け加えます

と、私はサバティカルで１０か月ぐらいアメリカに

行き、去年の１０月初めごろ日本に来たのですが、

そのときにちょうど今回の日韓フォーラムで何を

テーマにすればいいのかということを今西さんと

相談をしたわけです。

　当時、日韓関係は６つのテーマ、あるいは日韓関

係で一番重要な懸案は６つの領域があるのだとい

う考えがあったのです。１つは北朝鮮関係、日本

と北の関係をどうするか。２つ目が、安全保障の

協力、あるいは葛藤をどうするかということです。

３つ目が、ＦＴＡを中心とした経済関係。４つ目が、

歴史問題、例の過去の問題を巡る対立という懸案が

あります。もう１つ、最近問題になっているのは、

東アジアの共同体の建設を日韓がどうやってすれ

ばいいのかということが５つ目にあると思います。

　最後に浮かび上がったのが、文化、韓流の話に

なったのですが、いろいろお話をする中で、一番

明るい話題でインパクトの大きい、それから新鮮

で含みをたくさん持っているのは、韓流や文化の

交流の話ではないかという結論に達したわけです。

それで、今回は韓流で行ってみようということで、
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このような会議が今日行われることになったとい

う経緯があります。今日の印象では、２人で相談し

て出した結論は、そんなに間違った結論ではなかっ

たという気がします。皆さん、たくさん集まって

こられたし、いろいろなご意見を持っていらっしゃ

る方もいろいろ集まったので、今日は非常にいろい

ろな話ができるのではないかという気がします。

　余り時間がありませんから、僕は３点ぐらい申し

上げたいと思います。最初に、この韓流に対する印

象論、感想から言いますと、正直に言って戸惑い、

しかしながら喜ぶ出来事だと私は感じています。

　私は、１９８８年から１９９４年まで日本で６年

間勉強したわけですが、その当時と比べると、一種

の違和感のようなものさえ感じるわけです。「隔世

の感」といいますか、日本がこんなに変わったのか

という感じです。ヨン様ブームに対する日本のおば

さんたちの反応を見ると、昔だったら想像もできな

いことだという気がします。

　それから、私は映画が好きなので、ビデオ屋さ

んに行ったら、韓国の映画が並んであふれている

というのも、昔と比べたら非常に違った現象です。

テレビを見ても、ほとんど毎日のように韓国のド

ラマが見られます。これも非常に面白い現象です。

食文化を見ても、どこへ行ってもキムチを売ってい

ます。ですから、やはり日本は韓国に対して変わっ

たという印象を持つわけです。

　私はこういう現象を日韓関係で見ますと、革命的

な現象だといえると思うのですが、これが長期的な

流れとして定着できるのかどうかということで言

いますと、若干疑問があるわけです。ただし、これ

は一瞬のブームには終わらないだろうという予測

を持っております。

　それから、こういう韓流現象が日韓関係にどうい

う影響を及ぼすのかということを考えますと、非常

によい影響を及ぼすだろうと見ております。先ほど

道上さんが統計を持ってきましたが、総理府の統計

を見ましても、韓国に対する親近感あるいは韓日関

係に対する理解度が、去年の統計で最高を記録しま

した。５６％の日本人が、韓国に対して親近感を感

じると答えました。これは戦後の日韓関係史で見ま

すと、非常に意味のある現象だと思っております。

　なぜこの数字が出たのかというと、先ほどもお話

がありましたが、日韓関係において、あるいは国際

文化の理解でいうと、日本のおばさんたちは余り交

流の前面に出ていない人たちだったのですが、今回

のヨン様ブームではおばさんたちの活躍ぶりが一

番目立っていて、こんな数字になったのではないか

と思います。大まかに言って、こういう韓流や文化

交流が盛んになることは、政治的にも経済的にも、

あるいは安全保障の面まで見ても、いい影響を及ぼ

す方向に行くという気がします。

　私は日韓会談で博士論文を書きました。当時、

１９５０～６０年代の日本人の韓国に対する認識

を新聞などでちゃんと調べたことがあるのですが、

一言でいうと、否定的なイメージが多かったと思い

ます。韓流は、当時、日本人が持っていた韓国人の

イメージからしますと、非常に大きな差を感じま

す。韓国に対する否定的なイメージを変える１つの

きっかけになるのではないかという期待が正直あ

るわけです。やはり相互の文化に対する理解こそ

が友好関係の土台になるということを考えますと、

やはりいい影響が出るのではないかと思います。

　それから、韓流現象というものをどう見るかとい

うことですが、１つ指摘したいのは、今の韓流の現

象は、その原点を探ってみますと、やはり１９９８

年の金大中大統領時代の日本の大衆文化の開放政

策にあると思います。これは多分林先生の専攻にな

ると思うのですが、私が見る限り、１９９８年の「日

韓パートナーシップ宣言」と、金大中政権の対日文

化開放政策は、日韓関係の構図を大きく変える役割

を果たしたと私は見ております。

　それと関連して、韓国での「日流」はどうなるか。

先ほど金智龍先生も言及しましたが、私が見るに

は、今、韓流のような大きな現象としては表れて

はいないけれども、韓国の若者・子供の世界では、

日本の文化に対する親近感が非常に大きいのです。

私は大学で日本の政治や外交を教えているのです

が、ほとんどの学生は子供の時代から日本のアニメ



̶ 30 ̶

パネルディスカッション

や漫画を見ていますし、日本のポップスを１～２曲

は歌えるというのが常識になっています。それを見

ますと、日本での韓流というものがあるのだけれど

も、韓国での日流も無視できない現象だということ

を指摘したいと思います。こういった日本での韓

流と韓国での日流という現象は、考えてみますと、

将来の日韓関係・韓日関係を明るくするシンボルで

はないかと見ることができると思います。

　韓流の背景、今の現象がなぜできたのかというこ

とを簡単に考えてみますと、僕は３つの点を指摘し

たいと思います。１つは、やはり「冬ソナ」です。

２つ目が、２００２年のワールドカップです。そし

て、もう１つ付け加えたいのは、皆さんも覚えてい

ると思うのですが、李秀賢君の事件がありました。

高麗大学出身の留学生、李秀賢さんが新大久駅で日

本人を救出して事故死したインパクトは非常に日

本人には大きかったと思います。韓国の青年であん

な立派な人がいるのだというのも、韓流ブームの底

流にある１つの要因になるのではないかという気

がします。

　それから、韓流現象をどう見るかということで、

政治的な意味合いを含めていうと、今や日韓関係は

昔のような垂直的な関係ではなく、もっと水平的

な、平等な関係になったということのシンボルとし

て見ることができます。１９８０年代以後の韓国を

見ますと、経済的にも非常に成長しているし、政

治的にも民主化され、市民社会も成熟しています。

いろいろな意味で、韓国は日本人から見て、アジア

で唯一相手にすることができる国になったという

ことの１つのシンボルとして、あるいはその結果と

して、韓流というものが解釈できるのではないかと

いうことです。 

　では、なぜいきなり韓流というものが、日本だけ

ではなくて、東アジア全域でこんなに競争力を持つ

ようになったのかということを考えますと、１つ

は韓国には「３８６世代」という言葉があります。

１９８０年代に大学時代を経験した、結構優秀な人

材が、韓国では「だんたら」というのですが、文

化芸能関係の世界に結構入りました。この「３８６

世代」は、韓国社会の圧縮成長、あるいは政治的に

見てもイデオロギー的に右から左を豊富に経験し

ました。こういう人たちが文化界に入って、非常に

競争力を高める役割をしたと私は見ています。実証

的には言えませんけれども、印象論としてはそうい

う印象を持っております。

　３つ目に入りますが、韓流現象というものがほか

のイシューとどんな相関関係にあるのかというこ

とです。一言でいうと、韓流現象と裏腹に、日韓

関係にはいろいろな難しいイシューがまだまだ残

されています。ですから、韓流があって日韓関係は

これから問題ないというのは早急な結論であり、ひ

どい楽観論になるのではないかという気がするわ

けです。 もうちょっと考えてみますと、日韓関係に

は対立する課題、対立する摩擦要因が依然強く残っ

ています。これと関連して、東アジアの今の情勢を

考えますと、僕はナショナリズムの復活が非常に猛

威をふるっている時代だと見ておりまして、日韓だ

けでなく、中国まで含めて、最近、いろいろなナショ

ナリズム的な動きが顕著になっています。

　例を挙げると、高句麗関係の歴史歪曲が中国にあ

りましたし、領土紛争も最近しばしば起きていま

す。日本や中国を見ても、国内政治的にも右傾化と

はいえないかもしれませんが、ナショナリズム的な

風潮が出ています。韓国も大体同じ現象だと考えま

すと、韓流現象とは裏腹に、東アジアにおいての政

治、外交、あるいは過去の問題で、依然として対立

の傾向が残されていると私は見ております。ですか

ら、韓流があっても、ややもすると日韓関係や東ア

ジアの関係は対立の局面に陥る可能性は十分ある

と思います。ソフトな側面での接近があるのです

が、ハードな側面での認識のギャップは依然大きい

といえると思います。

　歴史問題との関連でいうと、私が１９８８年に日

本に初めてやってきたときにも、オリンピックの

ブームがありまして、韓国ブームが、今とは比べも

のにならないとは思うのですが、少しあったので

す。親近感のグラフを見るとすぐ分かるのですが、

１９９０年代に入ると、いろいろな過去問題や歴史
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紛争が起こって、韓国に対してちょっと冷え込みが

来たということがありました。このように、過去問

題、歴史問題と韓流は別の次元で動くともいえるか

と思います。ですから、楽観はできません。今年３

月になって、もし歴史教科書問題を巡ってまた紛争

が起きたら、この韓流はどうなるのかという疑問も

正直あるわけです。僕は日韓関係で、依然として歴

史摩擦問題は時限爆弾のような存在だと思います。

　それと関連して僕の意見を申し上げますと、歴史

認識というのは、先ほど道上さんもおっしゃったと

思うのですが、根本的な違いを解消することはほと

んどできないと思います。それに時間も相当かかる

と思います。ただ重要なのは、そういう歴史問題で

日韓関係全体が悪くなることは避けるべきだと思

います。その点でいうと、歴史摩擦問題ができれば

起こらないようにする予防措置が日韓間で話し合

われればいいと思います。

　それから、もしそういう歴史摩擦問題が起こった

としても、それがほかのイシューに及ばないよう

に、それから日韓関係全般を悪化するような方向に

行かないようにする管理のメカニズムが必要では

ないかという感じを持っております。

　過去問題以外にも、日韓間にはいろいろな難しい

問題が今あります。皆さんもご存じだと思います

が、北朝鮮問題、北朝鮮を巡るアプローチで、日韓

の違いは非常に憂慮すべき次元にあると思います。

それから、中国との関係で見ても、韓国は、最近は

日本よりは中国の方に近づいているような感じが

するのです。ですから、それを日本がどう見ている

のかということを考えますと、やはり対立の要因が

あります。

　それから、アメリカとの関係で見ても、日米関係

は戦後一番友好な時代を迎えていると思うのです

が、今の韓米関係で見るとどうでしょう。やはり

大きな隔たりがあると思います。それと関連して、

日韓関係が難しい局面に陥る可能性は十分あると

思います。ＦＴＡ問題も同じだと思います。ＦＴＡ

交渉に入ればいろいろな対立が出てくるわけです。

ですから、韓流という明るい側面と裏腹に、いろい

ろな障害物が依然残っているというのが私の印象

です。

 　最後に１つだけ、今後の課題を申し上げます。今、

世界の趨勢を見ますと、地域主義が非常に強く出て

います。ヨーロッパではＥＵができ上がり、アメリ

カではＮＡＦＴＡができ、東南アジアのＡＳＥＡＮ

も強くなるという中で、北東アジアだけにまだ民族

主義、ナショナリズムの強い風潮が残されていま

す。今後のこの地域の未来を考えますと、やはりこ

の地域においても東アジア共同体というものを作

るべきです。いろいろな側面でそういう動きも出て

いると思うのですが、そうなった場合に、東アジア

共同体とか、東アジアの協力体を作るうえで、やは

り重要なのは日韓関係です。

　日本と韓国は、考えてみますといろいろな面で価

値観を共有しています。市場民主主義を共有してい

るし、開放的な文化、自由、人権などということを

考えますと、アジアで一番価値観を共有している２

つの国を挙げるとしたら、やはり日韓です。政治か

ら見ても、日韓関係はアジアで東アジア共同体を作

る上で非常に重要な役割を果たすべき関係だと思

います。 そういう観点で見ますと、この韓流や韓国

での日本大衆文化に対する理解は、非常に貴重な資

産になりえます。韓流があって、すぐ日韓が協力す

ることはできないと思うのですが、韓流という現象

をもうちょっと明るく発展させて、この地域全体の

平和と共同繁栄を作るのに非常に重要な資産とし

て、文化的な基盤としてこれを活用すればいいので

はないかというのが私の最後の結論です（拍手）。

（金雄熙）　どうもありがとうございます。韓流現

象の肯定的な側面なり、意義だけではなく限界を、

東アジアの共同体構築や日韓関係のさらなる進展

との関連でご説明くださいました。

　続きまして、東京大学の木宮正史先生にご議論を

お願いします。 

（木宮）　木宮と申します。実は昨日別の会議で１

時間ほど講演をしたものですから、もう余力が残っ
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ていなくて、レジュメを準備できなくて大変申し訳

ありません。

　今までのお話で話そうと思っていたことがかな

り言い尽くされた感があるのですが、この韓流ブー

ムがなぜ起こったのかを考えた時に、お互いの国民

同士が相互に行き来をして、交流が深まって、相互

理解が深まるという、そういう１つの力が働いてい

ることはもちろん事実ですが、私が本来、国際政治

を勉強しているということもあるのですけれども、

もう少しマクロな、日韓関係のある種の構造的な変

容の中で、こうした韓流ブームが起きているのでは

ないかということをまずお話させていただきます。

　このことが意味することは何なのかというと、１

つはこうした韓流ブームが起こって日韓関係がい

わゆる緊密化するようになったということが、それ

がただ単なるブームだけではなくて、ある種の構造

によって支えられているものなのだ、だからそれ

ほど弱いものではないのだということを、メッセー

ジとして伝えたいのです。

　しかし、他方では、こうした韓流ブーム、日韓の

相互理解の深まりは、林先生のお話にもありました

が、実はそうしたある種の国家間の利益、国益とい

う問題と切り離して考えることもできない、つまり

ある種の利害・打算の産物でもあるという、そうい

う２つ目の側面も持っているのです。したがって、

この韓流ブームが起こったからといって、日本若し

くは日本人の韓国観が全く変わるとか、韓国人の

日本観が全く変わるとか、そういうことでもない、

ある種利害・打算の産物であるという側面もやはり

あるのだということを意味しているわけです。

　私は、今日の日韓関係というのは、やはり非常に

大きな構造的な変容を迎えていると考えておりま

す。具体的なことは今までいろいろな先生方がおっ

しゃられたのですが、次の５つぐらいにまとめてみ

たいと思います。

　１つは、いわゆる日韓の政治経済体制のある種の

接近、収れんと、市場民主主義という基本的な価値

観の共有です。もちろん市場民主主義という規範自

体がかなりグローバル化していることは確かです

が、やはりその中でもこの東アジアの中で日韓関係

ほどこうした基本的な価値観を共有している関係

はないと思います。 　

　第２点は、日韓のパワー（力）が、あくまで相対

的にという意味ですが、均衡化してきているとい

えるのではないかと思います。もちろん現在でも、

一人当たりの名目ＧＤＰで見ても、私はかなり意外

感があるのですが、日韓の間にはまだ３倍ぐらいの

差があります。購買力平価などで補正すれば、恐

らくそれは 1.5 倍ぐらいに縮まるのだろうと思いま

すけれども。そうした格差はもちろんありますが、

過去から現在へのトレンドを見れば、やはり日韓の

力関係が縮まる方向にあって、均衡の取れた関係に

変わっていく趨勢にあるという点はほぼ間違いな

いのではないでしょうか。これは、ある意味では戦

前戦後問わず、東アジアにおいて常に飛び抜けた存

在であった日本にとっては、中国の大国化とともに

大きな条件の変化として受け止めなければならな

いのではないかと思います。

　第３には、日韓の相互認識の均衡化という点がい

えるのではないでしょうか。今、道上さんがいみじ

くも指摘されたように、日韓関係においては、例え

ば学校における歴史教育などはその最も典型的な

ものですが、常に韓国の対日認識が、日本の対韓認

識を量的に上回ってきたと言えるでしょう。質的に

違うのはもちろんあるわけですが、やはり量的に全

然違うわけです。そういう不均衡が存在してきたわ

けです。しかし、こうした不均衡が、90 年代以降

かなり改善されてきたのではないかと思います。

　一方で、日本にとって外交、経済、政治、文化、様々

な点で韓国の比重は嫌が応にも飛躍的に高まらざ

るをえない。これは韓国のパワーの増大や価値観の

共有とか、例えば中国をどう認識するのかという問

題とももちろん絡んできているわけです。そうした

日本社会の韓国イメージがかなり変わってきてい

るし、しかも関心が高まってきています。

　他方で、韓国はどうかということですが、１つ

には確かに韓国における対外関係の多様化に伴っ

て、あくまで相対的にという意味ですけれども、日
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本の比重が低下していることは否定できないと思

います。韓国にとって最大の関心の国というのは、

もちろんアメリカです。従来はその次に来ていたの

は、好き嫌いを問わず、と言っても嫌いが圧倒的

だったわけですが、日本だったわけです。しかし、

１９９０年代以降は、この地位は完全に中国に取っ

て代わられている、これは否定できないと思いま

す。ただ、それを私はそれほど悲観的に考えるべき

ではないと思います。

　もう１つは、韓国社会における日韓関係、韓日関

係の相対化という点です。韓国にとって韓日関係と

いうのは、歴史認識の問題にしても、領土問題にし

ても、ある意味では善悪二元論で理解されるという

意味で、絶対的な問題であったといえるのではない

かと思います。しかし、例えば中韓関係の深まりと

ともに、韓国と中国との間で高句麗という歴史上の

国家の帰属を巡る歴史認識上の争いなどが浮上す

ることで、こうした歴史認識の問題や領土問題とい

うのは、何も韓日間だけに存在するものではないと

いうことが認識されるようになってきたわけです。

　また、韓国自身、私は非常に興味深い現象だと思

うのですが、現在、大韓民国という国家のアイデン

ティティをどのように見るかという、正に韓国自身

の歴史認識を巡る問題に関して、例えばそれを歴史

教科書にどのように書いたらいいのかという点に

関して、大論争が起きているわけです。私は、日本

の新しい歴史教科書を作る会の教科書にはとても

賛成できませんが、なぜ日本の中でこういう歴史認

識を巡る問題が起こるのかということが、今まで恐

らく韓国では余り理解できなかったと思うのです。

しかし、韓国の中でそういう問題が起こることで、

なぜ日本の社会の中でこういう問題が起こるのか

ということが、ある意味では理解できるようになっ

てくるのではないかと思います。

　第４としては、これは先ほど来、98 年の金大

中・小渕首脳会談のときの話が出ていますが、「日

韓パートナーシップ共同宣言」というものがあった

わけですけれども、私はその中で非常にやはり画期

的なことがあったと思うのです。それ以後、それが

どの程度生かされているかどうかというのは若干

留保が必要なのですが、それは何なのかというと、

グローバルな問題に関して日韓が協力して対処し

ていこうという問題意識が非常に強く出てきたと

いう点、これは非常に画期的なことだと思います。

　なぜなのかというと、日本でも韓国でも、日韓関

係をイメージするときに、日本と韓国の間の問題、

100％それが日韓関係だという認識がほとんどだっ

たわけですが、共同宣言もそうですが、それ以来、

日韓関係それ自体が第三者に向けて何ができるか

という問題意識がかなり出てきまして、そういう関

係にだんだんなってきているのではないかと思い

ます。

　日韓の間には、対米関係においても違いがある

し、対北朝鮮認識においても違いがあるし、対中認

識においても違いがあるという話は、諸先生方がい

ろいろお話しになりましたが、私は、もちろん違い

はあるけれども、例えばアメリカや中国と比べて、

そうした対米関係、対北朝鮮関係、対中関係に関し

て、実は日韓は意外と共通利害を持っていること

が多いのではないかと思います。今までそういうこ

とがありながらも、いわゆる日韓間の関係に非常に

問題が多かったために、それが必ずしも意識化され

ていない、認識されなかったというところが多分に

あったのではないかと思います。実は意外とそうい

う面が多いのではないかと思います。

　しかも、そうした日韓の間の利害を共有するとい

う点と、そうした利益を実現するためには、実は日

本だけが頑張ってもだめだし、韓国だけが一人で

やってもだめだけれども、日韓が協力をすることに

よって、初めて少ないコストで多くの効果・利益を

上げられる、そういう関係が次第に形成されつつあ

るのではないかと思います。

　第５点は、何よりも日韓関係は今日、政府間関

係や経済関係だけには還元されない、非常に多層

的な関係が形成されつつあるということを指摘す

ることができるかと思います。以前は、韓国に関

心を持っている学生が韓国人の友人を持つことは

あったわけですが、私が最近、学生を見ていると、
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非常に面白いなと思うのですけれども、韓国には全

然関心がなくても、韓国人の友人を持っています。

昔は韓国の人と友人になるためには、韓国に行った

り、若しくは韓国から日本に来ている人と知り合い

になるしか方法はなかったのですが、今は世界じゅ

うどこへ行っても大体韓国の人と知り合いになる

機会は非常に多いわけです。

　私は１年ハーバード大学のイエンチン研究所と

いうところにいましたが、そこは中国、日本、韓国、

ベトナム、台湾、香港などから研究者が集まる所な

のですが、私はもちろん韓国のことを研究している

ということもあったと思うのですけれども、そうで

ない場合としても、一番価値観が共有できるのは、

やはり日本と韓国から来た研究者だったのです。そ

ういう意味でも、非常に多層的な関係ができてきて

いるということが重要なのではないかと思います。

　そうした多層的な日韓関係というのは、国益を媒

介とした抽象的な関係としてしか理解できないよ

うな日韓関係ではなく、もう少し目に見える具体

的な関係として、日韓関係を理解するということを

可能にするのではないかと思います。例えば日韓

の間で今後も定期的に起こるであろう歴史教科書

の問題に関しても、単なる日本対韓国という国民の

歴史の違いという抽象的な問題としてそれを考え

るのではなく、例えばこの問題に関して相手の友人

はどう考えるのか、そういうイマジネーションを働

かせて考察をする。若しくは実際に相互に議論を重

ねて、お互いの考え方を話し合う。そのような個々

人の関係を積み重ねるということが重要なのでは

ないかと思います。

　そうした構造的な日韓関係の変容があって、こう

した韓流ブームがあるわけですが、では、こうした

日韓関係ができたから日韓関係は大丈夫かという

ことになると、やはりそれは過大評価するべきでは

ないのかもしれません。例えば今の韓流ブームは、

確かに私もそういう構造的な変容の上に乗った現

象であり、そういう意味でいうと、ただ単なるブー

ムではないと思います。

　例えば北朝鮮認識を巡る問題に関しても、もちろ

ん私は韓国に関心を持つことと、北朝鮮に対して強

硬な立場をとることは、論理的には十分両立しうる

ことだと思います。私はそれ自身が問題だとは思い

ません。ただ、私が今問題だと思うのは、例えば韓

国に対して関心を持つことと、北朝鮮の問題が、実

はやはり関連しているという認識が足りない。少な

くとも韓国の立場から見ると、非常に関連性を持っ

ています。いわゆる韓流ブームの中にいる日本の側

が、その２つの問題をどれだけ関連付けているかど

うか、私はかなり疑問があるところです。もちろん

それが入り口となって、どういう立場を取るにせ

よ、関連付けるということはやはりする必要がある

のではないかと思います。

　それから、やはり交流が深まれば深まるほど、摩

擦の要因も増えます。相互に期待水準が高まること

になるわけですから、その期待水準が高まったの

に、果たして結果がどうなのかということになりま

す。例えば今度の歴史教科書の問題も一体どの程度

の採択率になるのかという点に関して、期待水準の

高まりがあれば、逆に失望感も高まるということも

あるかもしれません。そういう意味でいうと、それ

ほど過大評価するべきではないのかもしれません。

　それから、こうした日韓関係の構造的な変容があ

るからといって、日韓の協力関係がスムーズに進む

というわけではもちろんありません。やはりその根

底には日韓の相互不信もあるわけですし、国際関係

において確かに日韓が協力して何かを果たす、日韓

が利害を共有するという側面はもちろん一方であ

るけれども、しかしながら、どちら側がより多くの

利益を占めるのか、独占するのかという問題までク

リアされているわけではないわけですから、そう

した問題はやはり残るわけです。そういう問題が、

日韓の相互不信の問題と絡まっているわけです。

　この歴史教科書の問題や日韓の相互不信がなぜ

問題なのかというと、日韓が利害を共有して、相互

に協力をして何か価値を実現するということが十

分可能であるにもかかわらず、そうした相互の協力

というものを困難にしている１つの最大の問題が、

そうした日韓の間の問題、歴史認識の問題になるか
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と思います。そういう問題にとらわれているという

ことは、実は結局日本にとっても韓国にとっても非

常に損、いわゆる不利益になるわけです。

　それから、私は日韓関係というのはただ単なる日

本の問題、韓国の問題だけではなく、日韓が協力し

て、例えば北朝鮮の問題をどうするか。それから、

アジアにおける共同体、平和的で、かつ非覇権的

なそういうある種の秩序を形成するということが、

東アジアにとっては課題だと思っています。その場

合に、日韓が相当程度重要な役割を果たさなけれ

ばならないと思います。それが果たせないという

ことになると、やはりそうした東アジア共同体や、

平和的でかつ非覇権的な秩序というのはなかなか

できません。なぜできないかというと、そこには

日韓が協力するということができないというとこ

ろがあるかと思うのです。そういう意味で、現在、

日韓関係は絶好のチャンスだと思います。そのチャ

ンスを生かせるかどうかということが、正に今問わ

れているのではないかと思うのです。

　そういう意味でいうと、私は韓流ブームはもちろ

ん好ましいことだと思いますし、しかもすさまじ

いエネルギーを今、韓流ブームが出していること

は事実なのですけれども、果たして日韓の政治は

どうなのかと思います。つまり、そうしたすさまじ

いエネルギーを持って漂流している、その上に乗っ

てただフラフラ漂流しているだけなのではないか。

むしろ、そうしたすさまじいエネルギーをある種方

向づけるような政治的なリーダーシップが、日韓の

間にもう少し形成されないと、せっかくのこのチャ

ンスを、このすさまじいエネルギーの漂流を生かし

きれないのではないかと考えております（拍手）。

（金雄熙）　ありがとうございました。日韓関係の構

造転換の中での韓流の位置付け、そしてその韓流

というエネルギーを生かすための日韓の政治的な

リーダーシップの役割についてご議論くださいま

した。

　時間が迫ってまいりましたので、発表者の先生方

には、パネリストのご議論に対する反論やコメント

があった場合に限って、５分以内で議論をしてくだ

さるようお願い申し上げます。では林先生。

（林）　文化交流に人々が参加することが、国際社

会、国際関係にどんな影響があるのか、日韓をケー

スに１５年やってきてずっとつらかった。その現実

が見えてこない。それが今になってこんなに世界の

いろいろな人とその話題を共有できるということ

は、まずとてもうれしいことです。そういう個人的

な話題とは別に、文化交流のことをもっと研究した

いけれども、なかなかとっかかりがないと悩んでお

られる大学院生の方がきっとこの中におられると

思います。私は本当に大学院生のころの自分に戻っ

て、いつか道は開けると肩をたたいてあげたいなと

思います。

　なかなかケースとして扱いにくいことは本当に

多いのですが、私がこれから述べたいのは、その事

例として日韓のこの話題を最後にどうまとめるか

ということにしたいと思います。絞りに絞って３点

です。１点目、結局、韓流・日流の本質とは何だっ

たのか。２点目、その韓流の未来。３点目、その韓

流を今どう評価し、未来にどう生かすか。

　１点目です。今日のご議論をいろいろ伺いまして

私なりに整理すると、韓流には３つの顔がありま

す。１つは、人々の熱狂です。２つ目は、政府及び

企業の戦略です。３つ目は、文化の移動です。いき

なり韓国のものを日本に持ってきて売れる、また日

本のものを韓国に持っていって売れるという文化

市場が出現したことによって、企業がそこに飛びつ

きました。でも、韓国には既に入っていましたか

ら、それは戦略として大きく打ち出すことのメリッ

トは少ないです。逆に効果があったのは日本です。

それは、政府においても同様に戦略として採用され

ました。ここにおいて、韓流というものがここまで

大々的に取り上げられたそのポイントがあったの

だと思います。

　裏返せば、今日も日流はなぜ存在しないかとい

うお話がありましたが、もう今まで入ってきたし、

そこに新たな戦略は必要ないから出てこなかった
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だけで、実はその向こうに、確かに程度の差はあれ、

韓国の人たちが長年かけて日本のいろいろなこと

に関心を持ってきたのだという事実を我々が忘れ

てしまっては損をすると思います。

　２点目と申し上げましたのは、韓流の未来です。

２つの答えがあります。１つは、ブームですから終

わるでしょう。終わらなかったらうそです。けれど

も、戦略としては残ります。ただ、戦略はお金をか

けて、予算をかけて、知恵をかけてやりますから、

もっと巧妙です。なぜならば、一度流行になったら、

同じ言葉を使ったらみんなが嫌がる、面白くなく

なって見えるのは分かっているから、これからは違

う名前で呼ばれるでしょう。ですから、「韓流」と

いう名前が使われなくなっても、その名で呼ばれな

くなっても、韓国のいろいろなものが、もっと固有

名詞に近い形で紹介され、入ってくるという現象

はきっとこれからも続くと思います。なぜならば、

それによって日本側も韓国側も得をするからです。

これが私の見る韓流の未来です。

　そして３点目、では、そんな今の韓流をどう評価

し、未来にどう生かしていくか。評価するためには

目標が必要です。どんな基準、物差しを当ててそれ

を評価するか。このときに、木宮先生もおっしゃっ

たように、日韓関係としてそれを見るというのと、

第三者からそれをどう見るという２つに物差しが

分かれます。

　まず１点目の物差しは、日韓の物差しを当てると

きに、協力のための対話をどう進めるのか、そして

それを多様なチャンネルでどう進めるのか、これ

が恐らく日韓のために当てる物差しだと思います。

その場合、重要なのは、つまりかつてはすべてを知

り尽くした一部の政治家が間に立って口をきけば

よかったけれども、世代交代が進み、その人たちが

いなくなった中で、国民が、企業が、政府の閣僚が、

それぞれにチャンネルを育てなければいけません。

そのときに一人でも多くの人が相手の行動や考え

方にアンテナを張り巡らせるかどうか、情報が得ら

れるかどうか、そこがかぎだったはずです。

　日本と韓国の場合、１９６０年代、主に男性です

が、まずビジネスマンがたくさん韓国に渡り、ビジ

ネスを展開しました。けれども、裏側では例えば

キーセン観光のような現象も生み出したことがあ

ります。その後オリンピックがありました。ワール

ドカップがありました。スポーツが好きな若者が動

きました。それから、韓国の景気が悪くなってウォ

ンが安くなったときに、安い韓国でお買い物をし

て、エステをして、グルメを楽しむ若い女性が動き

ました。ですから、やはり最後のとりでは中高年の

女性であり、今どうしても注目が集まるのです。

　でも、誤解のないように言うと、私の大学で指導

している若い女の子たちも「冬ソナ」は大好きで

す。「冬ソナ」を中高年のものだなどと言うと、彼

女たちがかわいそうです（笑）。あれはもっといろ

いろな人が楽しんでいるものです。それをそういう

ステレオタイプでぜひ見ないでほしいと思います。

でも、とにかくそういう一人でも多くの人がアンテ

ナを向けるという状態が今できたのです。いろいろ

な人が、いろいろな資源を使って、そうしようしよ

うと思っていたのにできなかったことが。だから、

これがチャンスでないはずはありません。

　やはり固有名詞で、例えば先ほど「李秀賢さん事

件」といって、まだ多くの方がきょとんとされたの

は、やはりなかなか耳に残りにくい名前だからで

す。けれども、ワールドカップのアン・ジョンファ

ン、そして今のペ・ヨンジュンと、かつてこれほど

政治家ではない韓国人の名前を日本人が固有名詞

で覚えたことがあったでしょうか。やはりそこが、

これがいかに今までと違うかを見る１つのメルク

マールだと思いますし、もう１つの印象が、「あの

国が隣にあってよかった」という印象ではないかと

思います。

　それで、物差しの２本目は、日韓以外にそれが

どんな意味があるのか。それは広く世界全体にとっ

ての意味と、国境の内側にいる私やあなたではな

いだれかにとっての意味と、そしてここにいる私や

あなたにとっての意味、３つがあると思います。余

り時間がないので、これも詳しくは言いませんが、

印象的だったエピソードを２つご紹介します。
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　日流・韓流のどこに在日コリアンがいるのでしょ

う。在日コリアンの皆さんは、本当にインビジブル・

マイノリティで、顔や形、話す言葉がどちらかのマ

ジョリティに全く同じなのだけれども、本質として

溶け込まないものを持っています。民族名で生きる

ことの難しさ、それは今この場で語る必要のないこ

とでしょう。けれども、例えば韓流ブームの中で、

そういう民族名を語ることにちょっと誇りが持て

てきたとか、いろいろな人たちとのかかわりの中で

何かが変わってきた、そういうお話を幾つかの所で

聞いたことがあります。必ずしもそれが全部とは私

は言いませんが、例えば日流と韓流のはざまでそん

なことも今起きている、それを我々は日韓の間に、

国際関係にそれが乗っからないからといって、見過

ごしてしまうわけにはいきません。

　最後のエピソードは、個人的で申し訳ありませ

んが、母です。すごい「冬ソナ」ファンです。びっ

くりしました。私が韓国に留学するときに、「どう

して韓国？」というリアクションを示した、京都に

住む母です。辛いものもそんなに好きではないけれ

ども、「冬のソナタ」は何かすごくお気に入りです。

そして、ＤＶＤを買って見ました。何度も見たか

らせりふは全部頭に入っています。ヨン様の声で聞

きたいから、今度は言語で聞きます。今となっては

聞き取れてしまうのです。「ネェ」とか「ソンベエ」

とか、全部分かります。それから、完全版を録画し

たいからハードディスクレコーダの操作も全部覚

えてしまいました（笑）。

　でも、そういうことよりも一番驚いたのは、母が

新劇を見にいってきました。当然日本の舞台です。

そこで泣けてしまったというのです。もう今六十幾

つですか、舞台を見て泣いたことなんかなかったけ

れども、あのドラマを見て、舞台を見て、ドラマを

見て泣けるという経験がよみがえってきたのです。

別にそれは日本や韓国にとって余り意味がないこ

とかもしれません。けれども、そこにいるその人に

とって、そんな意味があったのでしょうね。

　今回、日韓のフォーラムというところで日流と

韓流を語るときに、もちろん意識は日本と韓国に還

元せざるをえません。そして、これからの条件とし

ては、私の報告の中で最後に言った３つの多様性だ

と思います。きっかけとしての多様性、それからア

クセスできる文化の多様性、そして中にいる、そこ

にいる人たちの多様性です。保守的な人もいれば、

革新的な人もいれば、在日コリアンの人もいれば、

セクシャル・マイノリティの人だっているでしょ

う。そういう人たちがそこにいるのだということ

を忘れずに、でも、そのために楽しむのではない、

私のためにそれを楽しむ、そこから前に進むエネル

ギーが生まれてくるし、それによって今までなかな

かとっかかりがなかった人たちが、いろいろなとっ

かかりを今得ることができているのではないか。そ

れは何も日本と韓国だけの話ではありません。これ

から例えば日本と中東の間でも、いろいろなこう

いうトライアル・アンド・エラーがこれから始まっ

てもいいのではないか。そういうケースとして、あ

えて締めくくらせていただきました（拍手）。

（金智龍）　林先生の後では話しにくいです（笑）。

　李元徳先生が、今の韓流ブームには戸惑いを感

じるとか、違和感のことをおっしゃったのですが、

韓国人の中ではその戸惑いや違和感を持つ人がた

くさんいます。要するに、よく理解できないこと

が起こったのです。 それで、戸惑いはいいのですが、

その戸惑いからいろいろな偏見や誤解など、否定的

な視覚が出てくる。私は新聞社と話し合って、今年

の夏ぐらいに新聞に連載することになるのですが、

韓流というのはなぜ起こったのだろうということ

について書くつもりです。２つだけ申し上げます

と、よく分からないので、その韓流ブームを見て、

「日本だけがもうかっているのではないか、けしか

らん」とか、そんな視覚があるのです。私は日本

人がもうかっているからそのブームが長続きする

のだと言うつもりです（笑）。韓流ブームがあって、

日本人の中で一人ももうかっていないとしたら、そ

のブームはすぐ下火になると思います。

　林先生も企業の戦略のことを言っていましたが、

その戦略がうまくいって、日本人の中でもうかって
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いる人がたくさんいますから、なかなか下火にな

らないように、ここで日本人がそれを管理したり、

いろいろな戦略を立てたりするのです。日本人がも

うかっているのは当たり前で、それをもっともうか

るようにするべきだと僕は思います。韓国も結局は

もうかっているのですから、もっと日本人が韓流で

もうかるようにするべきです。

　もう１つは、なぜおばさんがばか騒ぎするのだろ

うと、そんな変な目で結構見ているのです。道上さ

んが言ったように、人間も国も自分を見下して嫌っ

ている人には心を開きません。「冬ソナ」ブームで

日本人の中高年の女性が韓国に旅行に来るのです

が、それを「ばか騒ぎするな」というような冷た

い目とか、からかうような視覚で見ると、気持ち

が悪くなって韓国が嫌いになるかもしれないので、

それについても書くつもりです。なぜ中高年の女性

が大騒ぎするのかというと、中高年の女性だから大

騒ぎできるのです（笑）。２０歳代はお金がないの

です。３０～４０歳代の女性はお金があるから韓国

に旅行をしに来るのです。２０歳代は行きたいけれ

ども、行けない人が結構いるのではないですか。

　もう１つ大事なのは、中高年の女性は３つの自分

があると思うのです。お母さんとしての自分と、社

会人としての自分と、女としての自分なのですが、

僕は女心は絶対年を取らないし、変わらないと思い

ます。少女から脱して女性になると、親にもなるし、

社会人にもなります。特に親になると、女としての

自分をなかなか外に出さないのですが、それが年を

取るとなくなるとか、そんなことは絶対ないので

す。

　その中高年の女心を韓国のドラマがつかんだと

思うのですが、なぜ韓国のドラマなのでしょうか。

日本人と話し合っていると、私は１５～２０歳上

の人と結構話が合うのです。すべての世代も大体そ

れが当てはまるのだと思うのですが、日本で全共

闘世代があって、学生運動が一番激しかったのが

１９７０年代です。韓国はそれが１９８０年代で

す。学生運動が終わって、日本では「しらけ世代」

という、それが１９７３年からの１９７０年代です

が、韓国で学生運動が終わったのは大体１９９３年

とみんな考えていますから、２０年の差があるので

す。新人類が出たのは日本では１９８０年代、韓国

では９０年代後半です。要するに、経済成長は日本

が１５年ぐらい早かったので、その経済成長に合わ

せて人々の考えは変わるのです。韓国と日本で経済

成長の差が１５年あったので、人々の考えもそのよ

うに１５年ぐらいギャップがあって似たような考

えをする人が出るのです。

　それで、韓国のドラマは、今の韓国の２０歳代

の女性を相手にして作ったものです。それが日本

の３５歳以上の女性にぴったり当てはまるのでは

ないかと思うのです（笑）。今、日本の恋愛ドラマ

は大体２０～３５歳の女性を相手にして作ります。

そこに出ている主人公を、今、日本の２０歳代の女

の子が格好いいと思っている男を、中高年の女性が

格好いいと思いますか。ちょっと違うでしょう。今、

韓国で２０歳代の女の子が格好いいと思っている

男が、３０～４０歳代の日本の女性の方に格好いい

と見られると僕は思うのです。韓国のドラマが日本

の中高年の女性に人気があるのは、そのような世代

の差から来るのではないかと思います。

　日本人の３０～４０歳代の人がどんな考えをし

ているのか理解すると、韓流ブームや、３０歳代・

４０歳代の女性がたくさん韓国に来ることに違和

感や偏見などは起こらないと思います。なぜこんな

ことが起こったのかをお互いによく調べないと、そ

のような偏見や誤解が起こりますから、ここに座っ

ている先生方も研究すると思うのですが、私ももっ

と研究するように頑張ります。ありがとうございま

した（拍手）。

（金雄熙）　早速フロアからのご質問なり、ご意見を

お伺いしたいと思います。

（大脇）　国際企業文化研究所の大脇と申します。私

は３年ほど前から、有志の方々と「未来構想戦略

フォーラム」というものを立ち上げて、ボランティ

アでやっています。先月、韓日文化交流会議の韓国
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代表の金容雲（キム・ウンヨン）先生にインタビュー

をさせていただきました。日本側は平山郁夫先生

です。金先生がおっしゃったことの中ですごく衝撃

を受けたことがあります。平山先生が高句麗古墳の

壁画を世界遺産にしようと強く働きかけ、実際に

ユネスコの歴史的な遺産になりました。金先生は、

そのことで北朝鮮の軍事基地を全部撤去しなけれ

ばいけないとか、自由にそれを世界の人に見せなけ

ればいけないとか、自由化とかおっしゃるのです、

そういう意味で文化というものはいかにパワーが

あるものかということを再認識させられたのです。

　私たちは、日本を

再生するための一番

のポイントは、日本

の若者を国内で腐ら

せるのではなくて、

できれば高齢者とペ

アででも世界の荒野

に送って、ＯＤＡを

バックに、物の援助

ではなく人を行かせ

て世界に貢献する、

という提案をしたの

です。

　そうしたら、「どうして日本だけでやろうとする

のですか。日韓共同でやりませんか」と言われたの

です。今日の木宮先生や李先生のお話と関係があり

ますが、日韓はお互い同士を見つめる段階からグ

ローバルな視野を持って、世界の平和のためにどう

協力できるのかを考えていかなければいけません。

世界平和へ向けての高邁なビジョンを持って、お互

いに競争で世界平和をやろうではないかというこ

とにおいて、本当の意味でのアジア共同体の動きが

もっと加速化されるのではないかと痛感しました。

　先週韓国で開催された世界平和サミットに参加

したときにすごく感じたことが１つあります。先ほ

ど李先生は触れられなかったのですが、実にあの

オセアニアのたくさんの島国の大統領や閣僚クラ

スの方々が、真剣にオセアニアの共同体構想につい

て論じているのです。日本からもそれに対して協力

して欲しいという要請もありました。正にこういう

ことは難しいから避けるのではなくて、私たち日本

と韓国が生き残るためにも、本当の意味で真剣にそ

ういうことに向かって、もっと頭脳を結集していく

べきではないかと思います。また、そういう方向へ

向かっている会だと思ったので、私の提案をさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いします。

金先生とのインタビューはブロードバンドで見ら

れますので、ぜひご覧ください。

（道上）　日韓が外に

出ていって、人の派

遣の協力と言われた

ことは大変大事だと

思っています。

（大脇）　韓国には兵

役がありますね。２

年間ぐらい行かなけ

ればならないでしょ

う。日本も２年間ぐ

らい行って、日韓共

同で世界へ出て行け

ば仲よくなりますよ。言葉もできるし。

（道上）　実はそれに近い形が、２００２年に東ティ

モールのＰＫＯで既に実現しています。これは相当

画期的なことだと思います。日本側は自衛隊の施設

部隊でして、韓国の部隊と同時展開し、現場で協

力したのです。一昔前なら、自衛隊ということで、

相当抵抗があったはずです。でも、それもいわば乗

り越えたということです。

　１９９８年の新しい日韓パートナーシップには、

実は私もちょっと関与したのですが、幾つか大事

な柱がありまして、１つは、先ほど木宮さんもおっ

しゃった、日韓２国間だけではない、グローバルな、

世界に貢献するための日韓協力を進めることです。

もう１つは、先ほどの双方向性ということなのです
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が、日本が歴史認識を述べて、韓国はそれをよしと

する、それを評価し、かつ戦後の日本も評価すると

いう仕組みがあったのです。こういう合わせ技で、

日韓関係を支えるいいインフラになっているのだ

ろうと思います。今後はさらに、１９９８年の次の

仕掛けというか、それを中国、ＡＳＥＡＮなど東ア

ジアをにらんで、また人の貢献ということもできた

らと思っています。

（櫻井）　ジャーナリストの櫻井よしこと申します。

まず李先生にお伺いしますが、これからも日本と

韓国の間には歴史の

摩擦問題が起こると

予想しておられて、

そのための予防措置、

それから起きたとし

てもそれを何とか広

げないための仕組み

が必要だとおっしゃ

いましたが、具体的

に何かお考えがある

のでしょうか。

　もう１つ、これは

主に木宮先生にお

尋ねしますが、先ほ

どこの韓流ブームと北朝鮮問題を、いかなる形で

も、余り結び付けてはならないという趣旨のこと

をおっしゃったと思います。韓流ブームで韓国へ

の関心と北朝鮮との関係は関連しているのである

から、どのように日本側が関連付けているのかと

いうことが問われているという趣旨のことをおっ

しゃいました。ご趣旨を私なりに分からないながら

判断したのは、韓流ブームがあるから韓国の北朝鮮

政策を日本が支持しなければならないという意味

でおっしゃったのか、そのほかの意味でおっしゃっ

たのか、まず明確にしていただきたいです。そして、

もし日本が韓国の盧武鉉政権と同じような北朝鮮

政策を採らなければならないというご趣旨でおっ

しゃったのであるならば、その理由をお聞かせ願い

たいと思います。

　なぜならば、今の北朝鮮の政権は決して韓国民の

ためにもならないと思いますし、私自身は今韓国で

起きている様々な変化についてかなり心配をして

おりますので、その点についてのご見解を明確にし

ていただきたい。

　もう１つは、木宮先生が新しい歴史教科書問題

についてかなり厳しい認識をお示しになりました。

私は木宮先生とは全く正反対の立場で、今までの歴

史教科書の内容が間違っていると思っております。

それは、日本には日本の歴史があり、韓国には韓国

の歴史がある。その

双方をきちんと述べ

合うところから、本

当の意味の理解が始

まると考えているか

らです。

　その意味で、木宮

先生は新しい歴史教

科書を作る会のその

教科書のどこがいけ

ないと思われている

のか、また古いほか

の教科書のどこがよ

ろしいと思われてい

るのかお聞きしたいと思います。私は記者ですか

ら、このすべてを一応読んで、それを比較した論文

も書きましたが、木宮先生のご見解を承りたいと思

います。以上です。

（金雄熙）　厳しい質問ですね。では、李元徳先生か

らお答えをお願いします。

（李元徳）　具体的にどんな事前の予防措置があり

うるのか、それからそういう過去の摩擦が起こっ

た場合にどんな管理メカニズムができるかという

ことは、そんなに詳しくは考えたことはないので

すが、私が思うに、日韓関係はいろいろなイシュー

や懸案を持っているのですけれども、いつも過去問
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題が起こるとほかの懸案がほとんど機能しなくな

り、ほかのいい関係が全部悪化します。そういうこ

とを考えますと、やはりこれは戦略的にでもこれを

管理するメカニズムが必要だと思います。 歴史認識

を、両国を合致させるのは現実的には難しい。そう

した場合にも、閣僚クラスの人たちが、朝鮮半島と

の歴史の関係で刺激をするような、韓国では「妄言」

というのですが、そういうことはしない方がいいの

ではないか。ですから、そういう閣僚の方が考えて

いる認識を問題にするのではなく、閣僚としてそう

いう発言をするということを問題にするのはある

程度可能だと思います。日韓関係全体を考えた上で

見ますと、やはり日本側も注意をすべきではないか

ということです。

　それから、従軍慰安婦に関する発言や靖国神社参

拝は、日本でも政治的に非常に敏感な問題だとは思

うのですが、それが国際社会でどういう発信、メッ

セージとして認識されるのかということを、日本の

指導者たちももうちょっと考えた方がいいという

趣旨です。具体的なことはこれから研究したいと思

います。

（木宮）　ご質問どうもありがとうございました。た

だ、その問題に関してもちろん私なりの意見はあり

ますが、少なくとも私がここでお話しした内容につ

いての誤解を解いておかなければいけないことが

あると思います。例えば韓流ブームと北朝鮮の問題

に関して私がここで主張したのは、例えば韓流とい

うことと、北朝鮮の例えば拉致問題に関してある種

の強硬論を述べること、その２つを関連付けること

は十分論理的に成り立つ。したがって、別にそれ自

体が問題ではない。ただ、その２つの問題が関連し

ているということを意識していないということに

なると、やはりこの韓流ブームと日韓関係はなかな

か結び付かないだろう、ということが趣旨です。

　質問の趣旨では、盧武鉉政権の北朝鮮政策に関し

て非常に憂慮しているということをおっしゃられ

たわけですし、私自身の北朝鮮に対する見方も質問

されたと思いますので、若干話をしておきたいと思

います。

　私は、読みたいとは思っていたのですが、櫻井さ

んが「週刊新潮」に連載されている韓国に関するも

のを残念ながらまだ読んでいないので、不勉強で申

し訳ありません。中吊り広告でしか読んでいないの

で大変申し訳ないのです。私はもちろん盧武鉉政権

の政策、特に北朝鮮政策に関して、日本の政府なり

日本の社会の中で非常に危惧を持つ向きがあるこ

とは存じ上げておりますし、それなりの理由がない

わけではないと思います。ただ、私は逆に、かなり

誤解されている側面もあるのではないかと考えて

もおります。

　それはなぜかというと、私はびっくりするので

すが、今の盧武鉉政権は反米・親北朝鮮政権だと

いう評価が日本の中でかなりまかり通っているよ

うな状況にあるからです。私はやはりそれはちょっ

と違うのではないかと思います。盧武鉉政権の北朝

鮮政策を私は 100％支持するわけではありません。

特に北朝鮮の人権問題に関しては、盧武鉉政権は

もっときぜんとした批判をするべきだと思います。

ただ、北朝鮮の体制を批判し、人権問題を批判す

るということはもちろんある種コンセンサスとし

てあるわけですが、それから一体何をするか、どう

いう戦略で、例えば北朝鮮の政策や体制を変えさせ

るかを考えなければなりません。「体制を変えさせ

る」というのは若干問題があるかもしれませんが、

少なくとも北朝鮮の行動様式を変えさせるか、変え

させなければいけないという点に関しては、恐らく

日本でも盧武鉉政権でも認識は同じだと思います。

しかし、どうやって変えさせるのが、一番少ないコ

ストで最大の効果を上げられるのかという点に関

する認識の違いは、私は確かにあると思います。

　盧武鉉政権の対北朝鮮政策が余りにも民族共助

ということで、北朝鮮に対して甘すぎるのではない

かという見方はもちろんあるかと思いますが、韓国

から見れば、例えば自らの繁栄や平和を今までずっ

と享受し続けてきたわけです。そういう問題を考

えると、何とか北朝鮮の問題を平和的に、しかも韓

国の繁栄をできるだけ損なわないような形で解決
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していくためには、何が一番いいのかと考えた場合

に、ある種の北朝鮮のソフトランディングが一番最

優先の目標として達成されなければならないと思

うのです。 そういう意味でいうと、私は盧武鉉政権

の対北朝鮮政策と、日本政府がとるべき北朝鮮政策

との間に、櫻井さんがおっしゃるほど大きな乖離が

果たしてあるのかどうかは非常に疑問です。

　それから、歴史教科書の問題、これも私は歴史

教科書がけしからんということを強調したつもり

ではありません。私は例えば新しい歴史教科書も、

誤りを正せば文科省の検定が通るのはしかるべき

だと思います。

　私が注目するのは、日本の歴史教科書問題を見る

韓国社会の見方が、

従来とはかなり変

わってきたのではな

いか。つまり、今ま

では文科省が検定で

新しい歴史教科書を

通すということは、

日本の政府がその教

科書を公認し、お墨

付きを与えたのだと

いう目で見られてい

たのですが、韓国の

中でも現在、自分の国の歴史をどう書いたらいいの

かということで非常に悩んでいるわけです。そうい

う悩みを共有することができるようになったとい

うことは、日韓関係において非常に大きな意味があ

ると私は思います。そういう点を私は強調したかっ

たのであって、新しい歴史教科書を作る会の教科書

がけしからんということをメインに据えたつもり

はありません。

　ただ、新しい歴史教科書に対する私の感想を具体

的に申し上げます。教科書や西尾先生の『国民の歴

史』も読んだのですが、私が見る限りは、もちろん

評価や解釈が分かれる歴史、例えば日本の植民地支

配に関してもそうですし、いわゆる日中戦争に関し

てもそうですが、解釈の分かれるような様々な問題

があるけれども、そこの解釈で、必ずしも例えば学

会などにおいても評価が定まっていないような問

題に関しても、かなり都合のいい解釈だけをいい解

釈だということで取り上げているという印象が私

には受けられます。その点だけ申し上げたいと思い

ます。

 

（金雄熙）　ありがとうございました。ほかにご質問

はありませんでしょうか。

（坂崎）　現在、東京大学の大学院に在学しておりま

す坂崎と申します。ソウル大学には１年間留学をし

ておりました。

　まず、皆さんにお

伺いしたいことがあ

ります。私はカル

チャースクールや語

学学校などで韓国語

を教えているのです

けれども、確かに皆

さん韓流ブームに

乗って、ドラマや大

衆の音楽、若しくは

食べ物などに関して

は関心を持ってい

らっしゃるのです。そういう話題を提供すると非常

に、俗な言葉を言うと、食い付きがいいわけです。

でも、韓国というのはそれだけではないはずです。

例えばソウル駅の裏側に行けば薄暗い通りがある。

例えばヨンサン駅の北の方に行けば売春街があり

ます。そういった所まで知って欲しい。知らなけれ

ばいけないとは思わないのですが、例えば韓国の政

治とか、経済とか、もう少しハード的な面について

も、私としては関心を持ってもらいたいし、そう

いったことに対して少しは理解してもらいたいと

思っているわけです。

　今の韓流ブームの段階からその段階に移行する

ときに、何か僕たちが努力できることはないだろう

かということをいつも考えているのですが、それに
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ついてもし先生方の中で何かお考えをお持ちの方

がいらっしゃったら教えてください。

（林）　簡単に申しますと、文化人類学における文化

触変や文化変容の議論の中では、文化は細かい要素

の集合体であって、隣接するものは連鎖反応を起こ

しやすいといいます。そういう意味で、まだその連

鎖反応がちょっと遠い距離にある人にも、そこで止

めてしまえ、ではなくて、提示し続けることがまず

大事だろうということです。

　もう１つは、提示するときに、共通項がない話題

よりもあった方がいい。例えばうちの学生に韓国の

国家保安法の改正の話をしようと思ったけれども、

なかなかそれを話してもピンときません。ですか

ら、徴兵制の話を先にすると、自分と同い年ぐら

いの人が２６か月も軍隊に行かなければいけない、

彼氏・彼女が別れてしまう、大変だと、何かその辺

からちょっと関心が持てます。

　もちろん駅の裏の薄暗いエリアの話も、今の韓国

社会のありよう、例えば規範などを考える上で非常

に大事です。でも、「それは私の生活とは関係ない」

と思ってしまったら、そこで食いつきが悪くなるの

は致し方ないので、その辺りで共通項を１個かませ

て、おいしそうなプレゼンテーションをなさると

きっといいのではないかと思いました。

（金雄熙）　では、最後の質問にしたいと思います

が。

（朴貞姫）　ＳＧＲＡ研究員の朴貞姫と申します。中

国の延辺朝鮮族自治区の出身です。現在は言語学

専門で明海や清心女子大で韓国語を教えています。

今日のテーマで、日本と韓国の間での日流や韓流の

話題についていろいろ話を聞いて非常にいい勉強

になったと思います。

　ただ、私が、ちょっと違うかなとか、もう少し考

えるべきではないかということで一言申し上げた

いです。まず李鎮奎先生のレジュメにもありました

ように、この「韓流」という言葉が最初に定義され

たのはやはり中国です。私は毎年３～４回ぐらいは

中国に帰りますが、２０００年頃から、韓国のドラ

マや、ドラマだけでなく、ものすごくいろいろな催

しが行われるようになりました。歌だけではなく、

飲食文化的にも韓国のものが一杯入ってきます。そ

ういうことで「韓流」という言葉ができたので、こ

の「韓流」というのはただ日本と韓国の間での問題

ではなく、なぜ韓国のこういうものがほかの国に受

け入れられるのかということが大事ではないかと

思っております。つまり、共通点があってこそこれ

が受け入れられるのだということです。韓国のこう

いうドラマなどいろいろなものがどうして受け入

れられるのかといったときに、この基底や背後に

は、何か目には見えないけれども文化的な共通点が

あるのではないでしょうか。

　日本で今、すごい韓流ブームで大騒ぎになってい

ます。私も最初はいいなと思ったのですけれども、

このような流れになって、日本での韓流ブームはも

うつまらないというぐらいに考えています。なぜか

というと、これはただ単に表面的なすごく浅いもの

で、深く意味を持つ交流が欲しいのにという感じが

するからです。変なインタビューなどを聞いたらす

ごく嫌な気持ちになります。これはただの奥さんた

ちのつまらない大騒ぎで終わってしまうのではな

いかと。ですから、このように、日本のマスコミで

大騒ぎにすることに私は反対ですし、こういう気持

ちで交流するということが長続きできるのかなと

心配しています。

　道上先生に、東アジアの価値とは何かというこ

とをお聞きしたいです。「日韓で新しいアジア」と

いうことをおっしゃいましたが、これについてもっ

と具体的な説明をお願いしたいです。

（道上）ありがとうございます。東アジア連携には

賛成だけれども、注意すべき点があるというのは先

ほど申し上げたとおりです。

　外から見て排他的な、閉ざされた、差別的な要素

が、アジア人のアジア認識にあると見ています。欧

米は「邪悪な文明」、アジアを「弱く貧しいが精神
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的に優位」という規定や、「アジアは１つ」という

スローガンは、余りに粗雑です。間違った発想です。

「民族」や「血」にとらわれて、普遍的なヒューマ

ンセキュリテイーの発想が弱いこともある。日本以

外のアジア人の人にはそういう傾向がまだありま

す。そこで、東アジア連携を否定するのではなくて、

もっとよいアジア連携にしていきたいということ

なのです。

　レジュメの終わりの方にも書きましたが、メ

ニューはいろいろあると思います。文化交流、市民

交流だけでなく、安全保障でもＰＫＯでもＯＤＡで

も環境でも経済でも、貿易投資や金融でも、社会問

題への対処でも、いろいろあると思います。

　日本が、そしてまた韓国が持っていて、ほかのア

ジアの国々にはちょっと弱い要素、それは経済的に

ちょっと先を行っているからということもかかわ

るのですが、より自由民主主義的な、世界に通じる

開かれた発想、「一人ひとりの人間が大事」という

考え、あるいはより市場志向的な、マーケットにゆ

だねる自由な経済ということを、もっと東アジアに

広く広めたい。世界に通じない古い殻を破り、開か

れた、しなやかなアジアを目指すべきです。この方

向で既にある程度成功している日韓がそれを先導

し、ひっぱっていくのだという考えです。 

（金雄熙）　ありがとうございました。時間の関係

上、これでパネルディスカッションを終わりにし

たいと思います。パネリストの皆さん、そしてオー

ディエンスの皆さん、ありがとうございました（拍

手）。
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　本日この日韓アジア未来フォーラムが大変盛況

に行われたことを、お祝い申し上げます。私は、２

年半前に延世（ヨンセイ）大学を定年退任した宋復

と申します。私は３０年間大学でずっと立って教え

てまいりましたので、本日、このように立って皆さ

んにお話申し上げることに、馬が走っているような

感じを持ちます。

　本日の日韓アジア未来フォーラムがいつの間に

か第４回を迎えることになりました。これは、韓国

未来研究院院長である李鎮奎さん、そしてＳＧＲＡ

の今西さんのお二人のおかげです。

　最近はやっている韓流・日流に照らし合わせて

申し上げますと、李鎮奎さんは「ジン様」、今西淳

子さんは「ジュン様」に当たるのではないかと思っ

ております。この場を借りて、ジン様とジュン様

に大きな拍手をお送りいただきたいと思います（拍

手）。

　「韓流」「日流」という単語から考えられるように、

文化は流れです。文化が流れていないと、それは衰

えてしまうことになると思います。その流れという

のは、どこからどこに向かって流れるのか、その流

れというのは何であるかということがとても大事

です。

　その文化の流れは、異なった国の生活様式や思考

方式、行為形態が流れていくことを指すと考えてお

ります。また、その流れは、低いところから高いと

ころ、いわゆる高級文化、それから面白くないもの

から面白いものへと、いわゆる大衆文化、固い硬直

したものから柔らかいものへと流れていくものだ

と私は考えております。先ほど林助教授からお話が

あったように、規制から自律へ、閉鎖から開放へ、

画一から多様へと流れていくものだと思っており

挨拶

閉会挨拶
宋　復

未来人力研究院理事長

ます。

　この流れていく文化の中で、１０年前の文化と今

の文化が違っており、それを我々は変化といいま

す。その変化の中で文化は創造され、また再創造さ

れるものになると思います。韓流や日流をこういう

相対的な文化の概念の中で考えることが可能であ

ると思います。日韓は、世界のどこの国より感情を

共有しており、言語的共有を持っております。日韓

はこのように近いからこそ拒否・拒絶ということが

起こっており、そこからまた文化というものが作ら

れると思っております。近ければ近いほど愛情が生

まれ、そこからまた憎しみも生まれてくるものでは

ないかと思います。

　私は日本語はできませんが、日本に来るたびに、

日韓でさほどの差はなく、いつも親しみを感じてお

ります。日韓が現在のように韓流・日流というお互

いの共通点を持つことによって、「一衣帯水」とい

う言葉があるのですが、そういう言葉が重要性を増

していくのではないかと思っております（拍手）。 
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講師略歴

高麗大学経営大学経営学科教授。韓国の学者をネットワーク化し、環境、長寿、ジェンダー、地域研究など

幅広いテーマを扱う、財団法人未来人力研究院を設立し、現在院長を務める。

５２年ソウル生れ。７９年高麗大学経営大学経営学科経営学士。 ８２年米国 Michigan 州立大学経営大学院

経営学修士。 ８７年米国アイオワ大学経営大学院経営学博士。専門は、組織行動論、組織開発論、人事管

理、経歴管理。主な国内外学会及び社会奉仕活動は以下のとおり。Academy of Management。 Society for 

Human Resource Management。 American Management Association。ＫＭＤＩ ( 韓国経営研究院 )。韓国

経営学会。韓国人事管理学会人事分科委員会及び常任理事。韓国社会科学協議会研究委員。韓国人事管理

学会副会長。韓国経営学会常任理事。韓国経営史学会理事。韓国生産性学会理事。世界未来学会会員 (The 

World Future Society)。　労使管理学会常任理事（会長歴任）。

７０年京都生まれ。９６年東京大学大学院総合文化研究科国際関係論専攻修士課程修了、９８年１０月同博

士課程中退。９６年から９７年にかけて韓国ソウル大学校社会科学大学外交学科に特別研究生として在籍。

９８年１０月から富山大学人文学部講師、０３年９月から同助教授。 

今回の報告に関連する著作としては「韓国の文化交流政策と日韓関係」（平野健一郎編『国際文化交流の政

治経済学』勁草書房、1999 年 5 月、231 ～ 258 ページ）。国境を越えたヒトや文化の移動が「文化交流現象」

として現代の国際関係に及ぼす影響を、特に日韓関係における文化交流政策に注目しながら研究中。

専門分野キーワード： 国際関係論 国際文化交流研究 大衆文化交流 現代日韓関係 日韓文化交流。

「野望を捨てれば人生が楽しい」と叫ぶ新世代文化評論家。我々は「この世に遊びに来ているのだ」というのが、

彼のモットーであり、人生観であり、社会観でもある。

『僕は日本文化が面白い』、『面白く生きていく人が成功する』、『僕は率直に生きていきたい』など多数のベ

ストセラーを執筆した彼は自分の理論を徹底的に実践する人である。大した稼ぎにならなくても自分の生き

たいまま生きてきた。高校を中退し、大学検定試験でソウル大学経営学科に入学。卒業後４年間在職した大

手企業を退社し、日本へ留学。苦学して慶応義塾大学大学院で経営学を学んだ。日本の大衆文化について掘

り下げて探求した経験や実際の体験を生かし、現在韓国で文化評論家として大活躍中。
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大阪生まれ。８３年東京大学法学部卒業、外務省に入省。韓国ソウル大で研修。米国ハーバード大修士。本

省アジア局、経済協力局、大臣官房、経済局勤務の後、９５年在ジュネーブ代表部一等書記官（ＷＴＯ担当）、

９８年在韓国大使館一等書記官、参事官（政務担当）。０２年経済局国際経済第二課長（国際金融、東アジ

アＦＴＡ交渉）。０３～４年、上智大学法学部で「日本外交の諸問題」を毎週講義（非常勤講師）。０４年内

閣府遺棄化学兵器処理担当室参事官（対中関係）。

著書に「日本外交官、韓国奮闘記」（文春新書）、「韓国を知らない韓国人、日本を知らない日本人」（韓国ム

ハン社）。発表論文に、「日韓過去史問題を解く４つの鍵」、「新世代が核心に迫る－日韓相互理解の課題（対

談）」「ＷＴＯ貿易自由化と非貿易事項」「日本外交とＡＰＥＣ」等。新聞寄稿に「ヒストリーとセキュリテイー」

（毎日）、「投資ルールと対アジア経済外交」（読売）。

韓国の大学、企業、市民団体等で２５回講演、講義。慶応大学、上智大学で、外交問題に関する公開シンポ

ジウムでパネリスト。早稲田大学、上智大学、大阪市立大学、長崎大学で外交問題を講義。

６０年浜松市生まれ。８３年東京大学法学部卒業。８５年東京大学大学院法学政治学研究科修士（法学修士）。

９２年韓国高麗大学大学院政治外交学科博士（政治学博士）。９３年法政大学法学部助教授を経て９６年よ

り東京大学大学院総合文化研究科助教授。２００２年度より１年間ハーバード大学イエンチン研究所客員研

究員を歴任。

主要著書に『韓国－民主化と経済発展のダイナミズム』（筑摩書房、2003年）、『国際政治講座３　経済のグロー

バル化と国際政治』（東京大学出版会 2004 年共著）、『日韓共同研究叢書 4　市場・国家・国際体制』（慶應

義塾大学出版会 2001 年共著）『戦後東北亜国際関係』（台湾中央研究院亜太研究計画 2002 年共著）、『朝日

新聞アジアネットワーク　リポート 2001』（朝日新聞社 2001 年共著）、『韓国現代政治論２: 第三共和国の

形成・政治過程・政策（韓国語）』（ソウル、オルム、1996 年、共著）、『韓国と日本：新しい出合いのため

の歴史認識（韓国語）』（ソウル、ナナム、1997 年、共著）翻訳韓培浩『韓国政治のダイナミズム』法政大

学出版局 2004 年（磯崎典世との共訳）など。

８５年ソウル大学外交学科卒業。８７年同大学大学院外交学科修士課程卒業（政治学修士号）９４年東京大

学大学院国際関係論専攻博士課程卒業（国際関係学博士号）９５年よりソウル大学国際地域院特別研究員。

９６年より世綜研究所研究委員。９８年より国民大学国際学部副教授。2002 年－ 2003 年 12 月　現代日

本学会研究理事、編集理事歴任。０３年３月より韓国国家安全保障会議（NSC)　諮問委員。現在ピッツバー

グ大学アジア研究所客員研究員。

主要著書に、＜韓日過去史処理の原点＞（韓国語）、＜日本右翼研究＞（共著：韓国語）＜脱冷戦期韓日関

係の争点＞（共著：韓国語）、＜動揺する日本の神話＞（共著：韓国語＞など。

主要翻訳書に、田中明彦＜戦後日本の安全保障＞、山口二郎＜危機の日本政治＞、　和田春樹＜北東アジア

共同の家＞など。
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講師略歴

８９年ソウル大学外交学科卒業。９４年筑波大学大学院国際政治経済学研究科修士、９８年博士。博士論文「同

意調達の浸透性ネットワークとしての政府諮問機関に関する研究」９８年より韓国電子通信研究員専任研究

員。００年より韓国仁荷大学国際通商学部専任講師、０２年より助教授。ＳＧＲＡ研究員。

代表著作に、『動揺する日本の神話』共著、知識マダン、2002；『情報化の挑戦と韓国』共著、ハンウルア

カデミー、2003；「日中韓 IT 協力の政治経済」『日本研究論叢』第１７号、2003。
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 アンケート結果

第４回日韓アジア未来フォーラム・第１８回ＳＧＲＡフォーラム

「韓流・日流：東アジア地域協力におけるソフトパワー」に参加して
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アンケート結果
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アンケート結果

金大中（元大統領） 11
ペ・ヨンジュン 6
ノムヒョン 3
パクチョンヒ 1
イ・ビョンホン 1
チェジウ 1
ナム・ジュン・パイク 1
チョンキョンファ 1
李退溪 1
朴正熙 1
李スンシン将軍 1
BOA 1
韓国人留学生 1
今まで教えた学生 1
友達 1

キムチ 14
「韓流」がブーム 3
儒教的人間関係 2
焼肉 2
日本に最も近い外国 2
韓国ドラマ 1
南北分断 1
礼儀の国 1
友人の留学生 1
光州事件 1
インターネット 1
朝鮮陶器 1
李朝文化と焼物 1
サムゲタン 1
歴史問題 1
植民地問題、反日感情、李朝、浅川兄弟 1
からし 1
情 1
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付録１

日本での韓流ブーム
李　鎮奎

未来人力研究院院長、高麗大学経営学部教授

　「韓流」とは ､90 年代の末から東南アジアで始まった韓国大衆文化の流行をいう。96年、韓国のテレビド

ラマが中国に進出し、その 2年後には音楽の世界にもその規模を拡大し、中国で韓国大衆文化が大流行した。

「韓流」は、中国で大流行した韓国大衆文化ブームを表現するため、2000 年 2月頃に中国マスコミが呼び

始めた言葉である。 

　以後、韓国大衆文化の流行は中国だけでなく、台湾、ベトナム、タイ、インドネシア、フィリピン等、東

南アジアはもちろん、日本にまで拡大した。特に、2000 年以降は、ドラマ、音楽、映画等の大衆文化だけ

でなく、韓国のキムチ · コチュジャン · インスタントラーメン · 家電等、メイドインコリア製品に対する消費

者好感度が向上したがそれを包括的に表現したものが “韓流 ” だ。 

　韓流大ブームの背景は、２つの側面から考えることができる。 

　１つ目は国際関係学からの視点である。80年代初め、ピークにきていた東アジア価値論争が、この地域

で起きた通貨危機の影響で大きく崩れ始めた。特に、中国は儒教文化圈発祥の地であったにもかかわらず、

社会主義的なイデオロギーが残っているために、文化的中心にはならなかった。欧米文化の直接の流入は国

民の情緖上異質であり、また時期的にも早かった。また、日本文化は歴史・植民地問題など民族的な閉鎖性

のため、東アジア価値の文化的モデルとしては限界を見せていた。韓流はこの日本文化の排除というまた違

う側面を反映している。 

　２つ目の理由は、それまで東アジア地域の文化的リーダーの役割を果たしてきた香港文化の衰退が挙げら

れる。香港映画が武俠映画以外に魅力的なコンテンツを持っていなかったことも弱点といえるが、特に、97

年中国に返還されてから文化的競爭力が大きく後退した。したがって、韓流は資本主義の価値がいち早く拡

散している東アジア地域で、日本と香港文化の間を絶妙にくぐり抜け文化的なトレンディになったのである。 

　日本の内閣府が毎年調査している ‘ 外国に対する親近感 ’ 調査によると、韓国人に対して親近感を感じる

という割合は、90年代までは 50%を超えていなかった ( 平均 40%)。これは政治的な状況によって上下し

ていた〈表 1 參照〉。初めて 50%を超えたのは 88年で、87年の民主化運動に対する好感が影響したもの
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と思われる。その後 2000 年 ‘ シュリ ’ の日本公開とサッカーの 2002 年の韓 日ワールドカップ共同開催で

2003 年の ‘ 親近感 ’ は 50%を超えた。 

<表 1 　日本人の韓国選好度> 

　

　韓国人に対する印象が肯定的に変わったのは、映画 ‘ シュリ ’ とテレビドラマ ‘ 秋の童話 ’ ‘ 冬のソナタ ’ の

人気 , そしてワールドカップ大会期間中 ‘ レットデビル ’ の応援を通じて韓国の若者の熱気に触れたことが大

方の分析である。 

　このような流れが 60年間否定的見方が強かった韓 · 日両国の相互理解への新しい転機になっている。 

　韓流について、日本での分析は肯定と否定様々だ。‘ 冬のソナタ ’ とヨン様に対する熱狂はプラトニックラ

ブストーリにはまる最近の日本人の傾向を反映したという‘日本の内部問題’との見方がある。一方、韓流ブー

ムの謎を分析し日本ドラマ復活を望んでいる声もある。もちろん、‘ 韓流ブームは起こっていない ’ という声

もある。 

　一方、“ 韓国では日本のドラマが流行りもしないし、韓国人は日本を好きにもならないのに日本人だけが

韓国にはまっているのではないか ”という声も聞かれる。 

　韓国での日本文化の開放がいつ、どれほど進行するのかに対し、日本では関心が高い。98年から始まっ

た段階的な開放が一段落したが、まだ韓国でＪポップ（日本の音楽）ははやっていないし、テレビドラマも

地上波では放映されていない。韓国ドラマが日本国内で流行することで、韓国に対する認識を変えたことと

同じように、韓国で ‘ 日流 ’ が流行したら根強い反日感情や偏見も長期的には緩和されるという期待を持っ

ている。 

　しかし、韓流が日本に及ぼす影響は他にもある。何よりも日本の文化人たちの考え方を変えたことにある。

韓流以後、日本の文化界には韓国のように政府が文化産業を積極的に支援・投資しなければならないという

声も上がっているし、実際に政策としても立案されている。 

　日本で韓流が流行った１つ目の理由は、韓流をドラマが主導していることである。家族みんなで見るこ

とのできる連帯感、そして不幸から幸福に至るまでの ‘ 人生逆転 ’ 劇、また、理解しやすい登場人物の設定、

そして ‘ 愛してる ’ 等、直接的な表現が多いことと典型的な美男美女俳優を起用した韓国ドラマの特性が社
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会現象になる兆しを持っていた。 

　２つ目には、韓流ブームの中心が中年層の女性であるという点にある。今までの各種の世論調査では、こ

の年代が一番 ‘ 韓国が嫌い ’ と答えた。しかし、この年代が ‘ 韓国が好き ’ というように変わってきたがその

上昇効果は大きい。韓国に対する何の先入觀のない子供の世代にまで韓流が拡散されている。 

　３つ目は、韓国が魅力のある国として急速に変わってきていることを認識し始めた日本人が多くなってき

ていることがある。日本の大衆文化の段階的な開放、IT 先進化、構造改革、日韓ワールドカップ共同開催等

で日本人が韓国に目を向けるようになった。“韓国へ移民したい ”という 50代の主婦が現れるほどだが、こ

れを韓国人はまだ信じない。これまで想像もできなかったことが日本で起きているのが、今の韓流ブーム現

象なのである。この現象は、外交関係が極端に惡化しない限り続くと思われる。 

　1998年10月から昨年の9月まで日本の文化は4回に分けて開放された。しかし、当初の予想とは違い、‘禁

忌された物に対する好奇心’はそれほど大きくなかった。今現在韓国での‘日流ブーム ’はない。なぜ日流ブー

ムは起きないだろうか。 

　日本からの植民支配という過去に傷ついた国民の心理を考え、両国政府は段階的開放、つまり ‘ 速度調節 ’

を行ってきた。その影響で地上波放送の中、日本単独制作のドラマやバラエティ番組は、依然として開放さ

れていない。日本のレコード業界は不振の最大原因を地上波放送の制約だと考えている。 

　韓国の ‘ 心理的 ’ 閉鎖性をいち早く見抜いた日本側の消極的な市場開拓の努力のなさも ‘ 日流ブーム ’ が形

成されない理由だ。 

日本での韓流ブームの流れ 

時　期 內　容

胎動期
(1980年代～2000年代)

＊ 80 年代初にチョ・ヨンピルの ‘ 釜山港へ帰れ ’ が日本で人気に
＊ 86 年チョ・ヨンピルのアルバムがオリコンチャート 13位にランク
＊ 80 年代の後半桂銀淑とキム・ヨンジャが日本のトップ演歌歌手として活躍

発展期
(2000 年～ 2002 年 )

＊ 2000 年映画 ‘ シュリ ’ が日本全国 170 の映画館で公開され、130 万人の観客
を動員

＊ 2002 年韓 日ワールドカップ共同開催
 ワールドカップとレットデビルは日本人の中で韓国の大衆文化について関心を
呼び起こすきっかけとなる

＊ 2002 年ＢＯＡが日本市場を席卷
　 ＢＯＡは ‘NO.1' という曲で日本でデビューし、その年NHKの紅白歌合戰に出
演する等トップ歌手として成長

拡張期
(2003 年～現在 )

＊ 2003 年ドラマ ‘ 冬のソナタ ’ が NHK衛星放送 BS2 で放映
 このドラマをきっかけにペ・ヨンジュン、チェ・ジウ等が韓流スターとして活
躍し、現在まで韓国ドラマが日本で放映されている

＊ 2004 年映画 ‘ 殺人の追憶 ’ が 220 万ドル ( 約 26億円 ) で日本に売られたのを
初め ‘JSA（共同警備区域）’ ‘ 猟奇的な彼女 ’‘ スキャンダル ’ 等韓国映画が日本
で本格的に公開され始める

＊ イ・ビョンホン , チャン・ドンゴン , ウォンビン , イ・ヨンエ等その他の韓流ス
ターも誕生 . 歌手はアイドルグループ ‘ 神話（シンファ）’ が有名、最近では
‘ ピ (rain)’ とセブンの日本進出が有力、‘ 東方神起 ’ 等が日本內活動を積極的に
摸索中
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　日本列島を席巻している ‘ ヨン様 ’ ペ・ヨンジュンが象徴するように韓流ブームがとどまるところを知ら

ない。確かに韓国はアジア地域の大衆文化の発信源の役割を果している。韓国のスターやキャラクター商品

に熱狂するアジア各国の人々を見ていると一時香港映画や香港の俳優達に熱狂していた韓国民が思い出され

る。 

　このように韓流は後戻りできない大きな流れを形成している。しかし、その裏に隠れた危険性を指摘しな

ければならない。大きく分けて２つの点から指摘することができる。 

　１つ、韓流ブームの核心は “文化は金 ”ということである。 

　‘ 文化＝金 ’ というのは最近文化コンテンツ産業の振興論理の基盤でもある。実際に、韓流スター関連商品

は現代の消費資本主義経済の核であるし、国家的な次元で文化産業を投資 · 育成する理由でもある。しかし、

‘ 文化＝金 ’ という論理というのは言い換えると、文化は金であるから金にならない文化は意味も無く価値も

ないという結論に達する恐れがある。いかに危險で非文化的な発想であるのかが分かる。 

　もう１つは、韓流ブームの中に隠れた “ 民族主義的な態度 ” である。韓流ブームが日本と中国等東アジア

の国家に対する民族主義的な優越感を高揚する契機になってはならない。日本文化評論家が指摘したように

日本人は ‘ 冬のソナタ ’ の中で美男子ペ・ヨンジュンだけを好きだし、韓流そのものを好きではないという

ことである。 

　ドラマのロマンチックな幻想の対象がハリウッドスターから韓国俳優に変わったということで国家的、民

族的な優越性を確認したいということはむしろ韓国の文化的劣等感を表明することになる。 

　韓流ブームが韓国文化の本流になるためには文化経済主義的な視覚と文化民族主義的視覚をも警戒しなけ

ればならない。 

　韓 日両国の政府は 2005 年を '' 韓日友情年 '' と定めて各種の交流行事を準備している。韓日両国の政府

は国交正常化の 40周年に重みを感じているのに対して韓国の歴史学会は '' 解放 60 周年 , 乙巳条約 100 周

年 '' にウェートを置いている。 

　このように政府と民間は立場が違う。未来のための文化交流とはどのように行われていくのだろうか。 

　韓 日両国はお互いに争ったり、批判したりしても協力と共助が不可欠な国である。韓 日修交 40周年を

記念して両国の政府が友情年として定めたのはそれなりの意味がある。しかし、それは政府がやることであ

る。政府としては相互に友好の親善関係を強調することができるが、民間の次元ではその性格が違う。友情

はいきなり生まれるものではなく、お互いにかなりの理解を要する。 

　ビジネス関係であれば、実利が伴えばすぐ親しくなるけれども、友情とは相手に対する理解と関係の持続

性に対して、その価値を認定する事なのである。東アジアの平和共存と未来繁榮のためには何よりも相手へ

の理解がなければならない。 

　現在の日本は、右傾化の道をたどっており、中国も偏狹な中華覇權主義に傾いている。このような状況で

韓 日 中国民の間で本当の友情が生まれるのだろうか。 
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　相手への理解と信賴を築くためには次のようなことを提案したい。 

　１つ、韓 日 中三国の文化的な共同体を築き上げていかなければならない。文化の共同体を築き上げて行

こうとするときに、最も重要なことは文化的交流である。文化から構築された価値は政治経済の領域でどん

なことが起きても揺さぶられることがないからである。 

　重要なのは若い世代の敎育である。3国の未来世代が共有できる文化的な体験の機会が多くなければなら

ない。この時重要なことは言葉である。休みの時には韓国語を学びたい学生らをホームステイさせ、韓国文

化を体験させながら言葉を教える。若い世代が言葉を知って直接意思疏通できるようになればもっと親しい

関係になるだろう。言葉を通じて文化の共通点と違いを体験すれば良いと思う。 

　２つ、韓 日両国が共同基金を設けて芸術分野の若者達に奨学金を与え、相手国に少なくとも 2～ 3年間

留学させる方法である。例えば日本の若い作家が韓国に長期間滞在しながら韓国語を学び、韓国人と付き合っ

て芸術的な作品を生み出せばいい。このような経験は 10年、また 20年後に持続的に文化的な芸術的生産

物を作り出すことになるからである。１つの国に 2～ 3年間滞在しながら文化に触れ合った人はほとんど

はその文化との友達になる。日本の作家は日本で韓国の文化大使になる。文化そのものが外交政策の役割を

果たす。両国間の文化的架け橋が今までよりさらに良い相互関係に寄与することにもなる。 

　３つ、政府の次元で相手国を研究する專門家を長期的、持続的に支援していかなければならない。研究の

人力が持続的に働くように政府からの基盤を作らなければならない。 

　中国で東北工程のプロジェクトを遂行しなければ、韓国の高句麗研究財団を運営する必要はなかっただろ

う。 

　国際関係から見れば、文化というのは政治領域と同じく重要な外交的役割を果たす。文化交流をしなけれ

ば民族間の交流は不可能である。 

　韓 日 中の文化共同体の構築は、3国の平和の発展と人類に対してどんな寄与をすることができるだろう

か。 

　ヨーロッパは世界史上で様々な価値を生み出してきた。ヨーロッパで生み出された普遍的な価値の中で自

由、正義、平等という価値は人類の文明史に大きな寄与をした。我々も東アジアの伝統からグローバル化で

きる価値を摸索しなければならない時期にきている。 

　今現在、韓 日 中 3国の最大の危機は 3国全てが経済第一主義に向けて力を注いでいる点である。この

ような現象は文化的には大きな危機である。3国すべてが自国民さえ幸せになれば良いというイデオロギー

的な思考が強い。このような考え方を持ち続けるようでは東北アジアの文化共同体の形成は難しくなる。 

　< 孟子 >に ‘ 惻隱之心 ’ という言葉があるが、これを解釈すると ‘ 他人に対する配慮 ’ という意味である。

相手を理解し、配慮する心である。両国の民族の平和と共存の観点から考えて見ると惻隱至心は重要な価値

になる。 
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文化、ソフトパワーと新・日韓関係
こぐのをやめると自転車は倒れる／日韓が「開かれたアジア」を主導

道上　尚史
内閣府参事官、元在韓国日本大使館参事官
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1980 年 2004 年 (20 代 )
韓国に親しみを感じる　 43.1 56.7　(63.1)
中国に親しみを感じる 78.6 37.6　(31.3)
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　2000年、ソウル大学の大学院で「日本の政治・外交」の講座を持った。その時の女子学生の言葉を思い出す。

日本留学時代にボランテイアで知り合ったおばさんから「あなたみたいに、日本は昔どうしたとかいわない

人とは、うまく付き合えそうね」と言われ、「そうですね」と笑顔を返した。でも、元慰安婦のおばあさん

の報道を見ると涙が出、憤慨する自分がいる。あの答えは間違っていたのではと思う－という話だ。

韓流を「薄っぺらな一時的現象」と見るのか？　「冬ソナ」ファンに上記「おばさん」的「薄っぺらさ」を

見いだすことは可能だ。でも、私は肯定的に見る。

　なぜか？　第一に、日韓双方で、相手に対する理解がそれなりに育っており、その基盤の上に立った流行

だからだ。韓国側には、旧来の否定的感情的な日本像に囚われない、多様で自由な発想が見られる。日本側

も成長してきた。ワールドカップ共催も効果があった。国も人間も、「あなた嫌い」、「関心ない」とそっぽ

を向かれては、お互い、相手を好きになれないものだ。

　第二に、友人や夫婦もそうだが、人間は完全に理解してから付き合うものではないからだ。まず相手に関

心の目を向けること。人に会いたい、息づかいや生活に触れたいこと（第１段階）が重要。そこから、けん

かもしつつ理解を深めていけばいい（第２段階）。これまで、この第１段階が弱かった。韓国の人も、「歴史

の完全な知識と贖罪意識を持って接すること」を日本に求めているわけではない。先方も日本を十分知って

いるわけではない。普段着の、対等の付き合いでいいのだ。ただ私としては、歴史に関するごく基礎的な知

識はあった方がいいと思うが。

　第三に、最も保守頑迷な日本女性の韓国観が変わりつつあるからだ。偏見、食わず嫌いの砦が崩れてきた。

欧米でなく隣国に、格好いい男性がいることを、共通かつ共感できる生活（家族、制服、校則、掃除当番や

部活動）を、やや古典的な純愛ドラマを、ようやく見つけてくれた。

　ただ、安心は禁物だ。自然に任せればよいというのは楽観に過ぎる。外国人への偏見は、何かをきっかけ

に燃えやすい。意識的な努力が必要だ。はやりすたれに任せるには、日韓関係は重要すぎる。文化、交流に

携わる人が政治家になる必要はなく、観光客に学者並みの歴史知識を求めるのは間違いだが、「大事な国な

んだ」「あなたの良いところは知っています」という気持ちを、お互い心の隅に持っていたい。政府、知識

人はより意識的な努力が望まれる。

　日本人にとって、韓国語はドキドキするほど近い言葉だ。高速道路はコーソクドーロ、約束はヤクソク、

調味料はチョーミリョー。うどん、かばんなど、日本語語源もある。

私の韓国体験は、まず言葉の面白さに魅せられることから始まった。英語は高校時代、単語を辞書で引いて

も覚えられないことがあった。でも韓国語はまったく違った。快感だった。こんなに近い言葉があっていい

のかと思った。漢字語の場合、初めて聞く知らない単語でも推測がつき、分かってしまう。一度覚えたら忘

れることはない。

　「トソグァン」は図書館、「サンソマスク」はそのまま酸素マスク、「シミン・ウンドン」は市民運動だ。

木の芽が「スクスク」伸びると聞いたときは背中がゾクッとした。　

　私は最近中国語もかじっているが、韓国語は、中国語よりはるかに日本語に近い。語順が同じだから、関

係代名詞のように前に戻って訳すことはない。「私は社長です」と「私が社長です」のニュアンスの差は韓
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国語にもあるし、「が」はやはり「ガ」と発音するのだ。

　政治、経済、学生交流などいろんな会議の通訳をした。外務大臣、総理大臣等の通訳をする機会もあった。

北朝鮮に行っても、道ですれ違う人の会話が分かり、金日成競技場の人文字をさっと読み取れるのは、やは

り大きかった。

　韓国で友人知人ができたのも、仕事も、映画や歌の理解も、すべての基礎は言葉であった。英語の十分の

一の努力で、十倍の効果がある。学習効果は驚くほど高い。言葉だけは間違いなく、「近くて近い」関係だ。

ヨーロッパの首脳が通訳なしで話をする場合は珍しくない。少年時代に日本の教育を受けた韓国大統領が日

本語を話す時代は過ぎた。将来日韓の首脳が通訳なしに話をするとき、それが真の日韓新時代といえよう。

　ソフトパワーとは、強制によらず、魅力によって相手を引き付けることだ。感性に訴える文化だけではな

い。政治理念も、国の品位・イメージ（国際社会で尊敬されるか）も、時には製品イメージ、ブランドイメー

ジもソフトパワーに含まれる。この意味で、文化と政治、経済は対立概念ではない。文化産業、ハリウッド

産業、広告、日本の（韓国の）製品を海外に広める企業努力に見るように、経済とのリンクは強い。

「ソフトパワーによる勝利」の例として、第一に、米ソ冷戦でのアメリカがある。民主的で自由で様々な文

化活動ゆえに、世界（特に、冷戦の主戦場たる欧州）はソ連よりアメリカにはるかに親近感と魅力を感じた。

ソ連は軍事力というハードパワーに依存するしかなかった。第二に、南北の体制競争での韓国。外国に門を

開いた、韓国の自由な経済社会は、屈辱や弱さでなく強みであることが、８０年代後半には明白になった。

ソウルオリンピックやサッカーワールドカップ開催も、世界に韓国をアピールした。

　ソフトパワーは、ある国についての否定的思い込みや偏見を是正する。戦後の日本は、アメリカ人が、

B29 と原爆だけでないことを知った。冗談を言い合い、大きな車に乗り、大きな冷蔵庫に何でも揃っている

生活に憧れた。その少し後、「出っ歯でめがね。下駄履きでだらしなく着物を着た、野蛮で格好悪い、何を

考えているか分からず不気味な」日本人の姿は、欧米では、相当程度払拭された。むしろ東アジアの一部で

は消えていない（新聞雑誌の漫画等に今も残る）のが問題だ。

　日本の強みはソフトパワーだ。焼け跡からの奇跡的復興、経済大国化。開発途上国支援は、ＯＤＡもＰＫ

Ｏも、国際社会の評価が極めて高い。科学技術、アニメ、ゲーム、映画、日本食も。ひるがえれば、欧米で

ない国の近代化成功は、間違いなく世界に希望と勇気を与えた。

　さて、日本文化の特性は何だろう。慶応大学の田所教授によれば、ドグマチックでない（強いメッセージ

がない）ことと、decency（ほどよい品位、良識。えげつなくない）。

イラクのオリンピック幹部が小泉総理に言った。「空手は欧米のスポーツ化しているが、イラクでは、日本

古来の空手を教えている。勝つことより、精神を磨きお互いを尊重することが目的だ。それこそ、宗派や肌

の色を異にするイラクの若者が団結するために重要だ」。

　中韓（特に中国）の日常生活や文化はアメリカ的。政治的、優勝劣敗、勧善懲悪。明確なメッセージ。日本は、

よりアジア的。悪く言えば、ぬるま湯的。「中国は１９世紀と２１世紀が同居。日本はどこまでも２０世紀的」

との表現に私はうなずく。

　――古来人間は、言葉の通じない人を警戒する。今も昔もどの国も、外国人には偏見を持ちやすい。映画

や歌はその偏見、ゆがみを緩和する効果がある。ただし、ここでも幻想は禁物だ。映画や歌で、安保や歴史

問題等、国家間の核心問題が解消するものではない。「香港でもソウルでも、象印炊飯器でご飯を炊くお母

さん、ホンダ、ヤマハのバイクに乗るお兄さん、日本の音楽に夢中のお姉さん、日本製ゲームやアニメに夢
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中の子供、誰もが、安保や歴史については、日本は嫌い、悪い国と答える」現象は珍しくない。

　外国（日本）理解はそこまで壁が厚いのだともいえる。日本人がより根本のところで姿勢を正すべきだと

もいえる。歴史観云々という難しい問題より以前に、植民地支配を、閔妃暗殺を「知らない」のでは具合が

悪い。まず、誰に言われるからでなく、自分の歴史だから、また、近隣国が今なお重視する歴史でもあるか

らだ。戦後、日本人は、安保と歴史という国家公共の問題、厄介な問題から目をそらしがちだった。近隣国

への説明や発信を怠りがちだった。心を開き、誤解があれば、うつむくのでもキレルのでもなく、堂々と説

明すべきだ。

　日本も、まだ道は遠い。ソフトパワー（魅力）があれば、「その国に行ってみたい」はずだが、日本は、

来訪する観光客が世界３６位だ。これは中国の６分の一以下で、タイ、マレーシアの半分だ。インドネシア

や韓国より少ない。日本の物価の高さだけが原因ではない。地方の普通の店屋ではクレジットカード、英語

が通じない。ホテルの部屋や空港ラウンジにコンピュータが設置されていない。アジアから見て「日本は不便、

遅れている」という面も確かにある。アジアからの観光客誘致の工夫も始まった、いや、観光地によっては、

始めたばかりのところもある。一人よがりではいけない。

（本プレゼン及び本稿は、個人の意見を述べたもので、政府の見解ではありません。）



SGRA Report No.29 (2005) ⓒ 2005 SGRA

̶ 64 ̶

－今の『韓流ブーム』には戸惑いも感ずるが、喜ぶ出来事：最近の韓流には正直に戸惑いを感ずるほどであり、

過去と比べると、隔世の感を覚える。1988 年から 94年まで長い留学経験を持っている私からみて、今の

韓流ブームは違和感さえ感ずるほどである。ヨン様に対するマダムたちの熱狂ぶり、ビデオ屋で溢れる韓国

映画、テレビで毎日のように流れている韓国のドラマ、キムチなど韓国の食文化の広がりなどは当時では全

く想像もできなかった出来事である。このような現象は、非常にありがたいことであり、日韓関係でみると、

革命的な現象とも言える。ただ長期的な流れとして定着するかどうかについては少し疑問もあるが、これが

ただの一瞬のブームとして終わるわけには行かないだろうと予測される

－韓流ブームは基本的に日韓関係によい影響：韓国や韓国文化、韓国人に対する日本の認識を改善するに非

常にいい契機として作用するだろう。総理府の統計でみても日本人の韓国に対する好感度及び親近感は戦後

最高を記録した（５６％）。中国に対する認識は最悪の状況にあるなかで、対韓認識が良好であるというの

は非常に面白い側面であると指摘できる。今まで日本の韓国に対する否定的なイメージがこれをきっかけに

払拭されることを大いに期待する。相互の文化に対する理解こそが友好関係の土台である。

－今の『韓流』現象は 1998 年以降における着実な文化交流の蓄積の結果：1998 年金大中大統領の日本大

衆文化に対する段階的な開放措置が今の韓流の原点であると思われる。その反面、韓国での『日流』現象も

決して無視できない。特に韓国の子供や若い世代には日本のアニメやゲームあるいは日本のポップは１つの

常識であり、共通の文化でもある。『韓流』と『日流』現象は明るい将来の韓日関係を示すシンボルとも言える。

現在日本での『韓流』を作り出したのは何といっても 2002 年ワールドカップの共催、『冬ソナ』が決定的

な要素であろう。

－日韓関係が垂直的な関係から水平的（対等な）な関係へと移行する過程を象徴するシンボルとしてみるこ

とができる。韓国は 1980 年代後半から高度経済成長、政治民主化、市民社会の成熟、多元化を成し遂げた

結果、従来の垂直的な日韓関係は相対的に水平的な関係へ変化しているが、『韓流』はその変化の象徴とも

いえるものである。

付録３

『韓流』と日韓関係
李　元徳
国民大学副教授
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ＳＧＲＡレポート No.29 (2005)第 18 回ＳＧＲＡフォーラム　韓流・日流：東アジア地域協力におけるソフトパワー

－日韓関係における対立と摩擦要因は依然根強く残されている。東アジアには依然ナショナリズムが猛威を

振っているのも否定できない事実である。韓流と日流現象にも関わらず、歴史問題や経済、外交安保の面で

対立や摩擦は、依然として厄介な問題として存在するだろう。むしろ、ソフトな領域での蜜月とは裏腹にハー

ドな領域においては両国関係がさらに悪化する可能性さえ否定できない。

－ソフトな側面での接近とハードな側面での認識のギャップの格差：『韓流』、『日流』の相互浸透で、日韓

大衆レベルでの文化的な親近感 ( ソフトな側面 ) はますます増えつつあるが、果たして歴史問題や外交、安

保的側面（ハード）での日韓間の認識のギャップもそうなりつつあるかと言えるかと言えば、それは決して

そうとは言えない状況にあるのが今の現状である。

－『韓流』と歴史問題は別個：韓流現象にもかかわらず、日韓の間の歴史問題を初めとする対立懸案は依

然として存在するし、今後も発生するだろう。今後とも対立や摩擦を減少するための努力が必要である。

1988 年にも一時韓国ブームがあったものの、90年代に起きた一連の歴史摩擦によって消え去った経験があ

る。もちろん今度の韓流は過去のそれよりは手厚いところがあるというのは否定できない。したがって、歴

史問題は日韓関係の時限爆弾のような存在。予防措置や管理メカニズムが必要である。

－北朝鮮問題、中国観、米国観を巡る見方やアプローチは相当大きな違い：特に、この違いは韓国で金大中

政権登場以後顕著になったが、盧武玄政権の誕生以後はもっと深刻になったといえる。北朝鮮をエンゲージ

して統合を模索しようとする韓国の立場と超強硬姿勢で北朝鮮への圧迫を強め、制裁を加えようとする日本

の立場の違いは最近目立っている。周知のようにアメリカ、中国に対する認識や態度も日韓間には非常に大

きい隔たりを示している。このような外交的な姿勢や見方に対する相互理解や相互尊重も非常に重要な課題

である。

－『韓流』と今後の課題：日韓両国は自由、市場民主主義、開放的な文化などを共通の価値を共有している

アジアにおける最も重要な二国間関係である。今後、日韓は中国と共に東アジアの共同体を作る動きを牽引

する役割を果たすべきであり、その場合、大衆レベルでの文化に対する相互理解や共通の文化的な基盤構築

は貴重な資産になりうると評価できる。
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